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昭
和
11
年
３
月　

筑
紫
洋
裁
女
学
院
を
創
立
。

昭
和
18
年
11
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
創
立
。
理
事
長
、
校
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
22
年
３
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
を
財
団
法
人
東
筑
紫
学
園
に
改
称
す
る
。
理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
22
年
３
月　

専
門
学
校
令
に
よ
る
東
筑
紫
女
子
専
門
学
校
を
設
置
し
、
校
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
22
年
４
月　

学
制
改
革
に
よ
り
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
が
東
筑
紫
女
子
中
学
校
と
な
る
。

昭
和
23
年
３
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
設
置
し
、
校
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
25
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
設
立
、
被
服
科
設
置
、
学
長
に
友
枝
高
彦
就
任
。

昭
和
25
年
８
月　

理
事
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
26
年
３
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
学
園
を
改
め
学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
と
す
る
。
理
事
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
26
年
４
月　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
設
置
。

昭
和
26
年
９
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
開
学
に
よ
り
東
筑
紫
女
子
専
門
学
校
を
発
展
的
に
廃
止
。

昭
和
27
年
11
月　

初
代
学
長
友
枝
高
彦
辞
任
し
、
後
任
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
29
年
４
月　

短
期
大
学
に
保
育
科
増
設
。

昭
和
31
年
11
月　

創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
33
年
３
月　

講
堂
完
成
。

昭
和
33
年
４
月　

短
期
大
学
に
栄
養
科
増
設
。

昭
和
38
年
４
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
女
子
中
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

昭
和
38
年
５
月　

体
育
館
完
成
。

昭
和
41
年
４
月　

短
期
大
学
栄
養
科
を
食
物
栄
養
科
に
名
称
変
更
。

昭
和
41
年
４
月　

一
号
館
完
成
。

昭
和
41
年
５
月　

創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
44
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
被
服
専
攻
と
服
飾
美
術
専
攻
に
専
攻
分
離
。

昭
和
46
年
４
月　

学
長
宇
城
信
五
郎
辞
任
し
、
理
事
長
専
任
と
な
る
。
学
長
に
根
津
菊
次
郎
就
任
。

昭
和
49
年
６
月　

学
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
51
年
４
月　

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
鉄
筋
４
階
建
記
念
図
書
館
完
成
。

昭
和
55
年
３
月　

学
友
会
館
完
成
。

昭
和
55
年
６
月　

学
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
56
年
１
月　

三
号
館
完
成
。

昭
和
56
年
５
月　

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
57
年
１
月　

学
園
創
立
者
・
理
事
長
宇
城
信
五
郎
死
去
。

昭
和
57
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
60
年
９
月　

宇
城
記
念
館
完
成
。

昭
和
61
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
を
東
筑
紫
学
園
中
学
校
に
名
称
変
更
。

昭
和
61
年
11
月　

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
元
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
生
活
文
化
学
科
に
、
保
育
科
を
保
育
学
科
に
、

　
　
　
　
　
　
　

食
物
栄
養
科
を
食
物
栄
養
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
学
園
中
学
校
を
照
曜
館
中
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
２
年
４
月　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。

平
成
３
年
11
月　

創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
４
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
を
東
筑
紫
学
園
高
等
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
８
年
10
月　

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
10
年
10
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
、
東
筑
紫
短
期
大
学
専
攻
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
13
年
２
月　

二
号
館
完
成
。

平
成
13
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
九
州
栄
養
福
祉
大
学
設
立
、
食
物
栄
養
学
部
・
食
物
栄
養
学
科
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
東
筑
紫
短
期
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
14
年
４
月　

短
期
大
学
に
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）設
置
。

平
成
15
年
12
月　

学
園
創
立
者
宇
城
カ
子
死
去
。

平
成
16
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
継
承
・
開
学
。
学
校
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
17
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
設
立
。（
食
物
栄
養
学
研
究
科　

食
物
栄
養
学
専
攻
修
士
課
程
）

平
成
18
年
４
月　

短
期
大
学
に
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
。

平
成
18
年
12
月　

創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
19
年
４
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
四
年
制
専
門
学
校
高
度
専
門
士
課
程
に
変
更
。

平
成
21
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
23
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
を
設
置
。

平
成
24
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
・
健
康
科
学
研
究
科
に
名
称
変
更
。

平
成
26
年
３
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
閉
校
。

平
成
27
年
２
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
27
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
館
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
28
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
設
立
。

平
成
29
年
３
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
園
舎
完
成
。

平
成
29
年
４
月　

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
開
設
。

平
成
29
年
10
月　

学
園
創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
30
年
12
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
学
生
食
堂
・
団
体
給
食
実
習
室
棟
完
成
。

平
成
31
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
講
堂
兼
体
育
館
完
成
。

令
和
３
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
廃
止
。

令
和
４
年
４
月　

学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
理
事
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
５
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
新
学
部
・
新
学
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
10
月　

ラ
プ
ラ
プ
・
セ
ブ
国
際
大
学（
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
）と
九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
と
の
大
学
間
協
定
締
結
。

令
和
６
年
８
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
研
究
棟（
旧
清
心
寮
）改
築
。

令
和
７
年
２
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
改
築
。

令
和
７
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
１
号
館
改
築
。

令
和
７
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
食
物
栄
養
学
部
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
を
設
置
。

東
筑
紫
学
園
沿
革

九
十
一
年
の
あ
ゆ
み

東筑紫学園　建学の精神

勇気・親和・愛・知性

Contents
学校法人 東筑紫学園
02 ─ 本学の特色・基本的教育理念について ─
　　　　学校法人 東筑紫学園 理事長
　　　九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学 学長　室井廣一

九州栄養福祉大学
食物栄養学部
04 杉元康志 学長補佐
 　　　　 大学院・健康科学研究科長
05 渡邉啓一 学部長
06 食物栄養学科　安倍ちか 学科長
07 食物栄養学科　卒業生の声
08 渡邉啓一 食環境データサイエンス学科長

こども教育学部
09 脇田哲郎 学部長・学科長

リハビリテーション学部
10 髙橋精一郎 学長補佐
11 石橋敏郎 学部長
12 理学療法学科　廣滋恵一 学科長
13 理学療法学科　卒業生の声
14 作業療法学科　四元孝道 学科長
15 作業療法学科　卒業生の声
16 令和７年度 食物栄養学部就職状況報告
17 令和７年度 リハビリテーション学部就職状況報告

東筑紫短期大学
18 保育学科　笹部聡子 学科長
19 保育学科　卒業生の声
20 食物栄養学科　近藤順子 学科長
21 食物栄養学科　卒業生の声
22 専攻科　笹部聡子 科長
23 専攻科　卒業生の声
24 令和７年度 東筑紫短期大学就職状況報告

その他　案内・報告等
26 国際理解研修レポート
28 令和７年度 シニアカレッジ開催報告
29 令和７年度 研究紀要
30 北九州市民カレッジ
31 日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内
32 サークルレポート
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３
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科
増
設
。

昭
和
38
年
４
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
女
子
中
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

昭
和
38
年
５
月　

体
育
館
完
成
。

昭
和
41
年
４
月　

短
期
大
学
栄
養
科
を
食
物
栄
養
科
に
名
称
変
更
。

昭
和
41
年
４
月　

一
号
館
完
成
。

昭
和
41
年
５
月　

創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
44
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
被
服
専
攻
と
服
飾
美
術
専
攻
に
専
攻
分
離
。

昭
和
46
年
４
月　

学
長
宇
城
信
五
郎
辞
任
し
、
理
事
長
専
任
と
な
る
。
学
長
に
根
津
菊
次
郎
就
任
。

昭
和
49
年
６
月　

学
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
51
年
４
月　

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
鉄
筋
４
階
建
記
念
図
書
館
完
成
。

昭
和
55
年
３
月　

学
友
会
館
完
成
。

昭
和
55
年
６
月　

学
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
56
年
１
月　

三
号
館
完
成
。

昭
和
56
年
５
月　

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
57
年
１
月　

学
園
創
立
者
・
理
事
長
宇
城
信
五
郎
死
去
。

昭
和
57
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
60
年
９
月　

宇
城
記
念
館
完
成
。

昭
和
61
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
を
東
筑
紫
学
園
中
学
校
に
名
称
変
更
。

昭
和
61
年
11
月　

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
元
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
生
活
文
化
学
科
に
、
保
育
科
を
保
育
学
科
に
、

　
　
　
　
　
　
　

食
物
栄
養
科
を
食
物
栄
養
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
学
園
中
学
校
を
照
曜
館
中
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
２
年
４
月　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。

平
成
３
年
11
月　

創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
４
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
を
東
筑
紫
学
園
高
等
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
８
年
10
月　

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
10
年
10
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
、
東
筑
紫
短
期
大
学
専
攻
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
13
年
２
月　

二
号
館
完
成
。

平
成
13
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
九
州
栄
養
福
祉
大
学
設
立
、
食
物
栄
養
学
部
・
食
物
栄
養
学
科
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
東
筑
紫
短
期
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
14
年
４
月　

短
期
大
学
に
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）設
置
。

平
成
15
年
12
月　

学
園
創
立
者
宇
城
カ
子
死
去
。

平
成
16
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
継
承
・
開
学
。
学
校
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
17
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
設
立
。（
食
物
栄
養
学
研
究
科　

食
物
栄
養
学
専
攻
修
士
課
程
）

平
成
18
年
４
月　

短
期
大
学
に
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
。

平
成
18
年
12
月　

創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
19
年
４
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
四
年
制
専
門
学
校
高
度
専
門
士
課
程
に
変
更
。

平
成
21
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
23
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
を
設
置
。

平
成
24
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
・
健
康
科
学
研
究
科
に
名
称
変
更
。

平
成
26
年
３
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
閉
校
。

平
成
27
年
２
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
27
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
館
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
28
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
設
立
。

平
成
29
年
３
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
園
舎
完
成
。

平
成
29
年
４
月　

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
開
設
。

平
成
29
年
10
月　

学
園
創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
30
年
12
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
学
生
食
堂
・
団
体
給
食
実
習
室
棟
完
成
。

平
成
31
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
講
堂
兼
体
育
館
完
成
。

令
和
３
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
廃
止
。

令
和
４
年
４
月　

学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
理
事
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
５
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
新
学
部
・
新
学
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
10
月　

ラ
プ
ラ
プ
・
セ
ブ
国
際
大
学（
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
）と
九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
と
の
大
学
間
協
定
締
結
。

令
和
６
年
８
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
研
究
棟（
旧
清
心
寮
）改
築
。

令
和
７
年
２
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
改
築
。

令
和
７
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
１
号
館
改
築
。

令
和
７
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
食
物
栄
養
学
部
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
を
設
置
。

東
筑
紫
学
園
沿
革

九
十
一
年
の
あ
ゆ
み

東筑紫学園　建学の精神

勇気・親和・愛・知性
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九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学 学長

皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
は
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、学
校
の
桜
も

き
れ
い
に
咲
い
て
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま

す
。100
周
年
に
向
か
っ
て
校
舎
設
備
も
一
新
し
、綺

麗
に
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
新
入
生
の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
こ
ま
で
お
育

て
に
な
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、ご
来
賓
の
皆
様

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、今
か
ら
新
入
生
の
皆
様
に
本
学
の
基
本

的
特
色
・
基
本
的
教
育
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
お
話

し
し
ま
す
。

本
学
は
、食
物
栄
養
学
部（
食
物
栄
養
学
科
、

食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）、リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部（
理
学
療
法
学
科
、作
業
療
法

学
科
）、こ
ど
も
教
育
学
部（
こ
ど
も
教
育
学
科
）、

短
期
大
学
で
は
保
育
学
科
、食
物
栄
養
学
科
、専

攻
科
介
護
福
祉
専
攻
、大
学
院
で
は
健
康
科
学

研
究
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。大
学
で
3
学
部
5

学
科
、短
大
で
2
学
科
と
1
専
攻
科
、合
わ
せ
て

8
学
科
あ
り
、そ
し
て
大
学
院
が
あ
り
ま
す
。

学
園
創
設
100
周
年
に
向
か
っ
て
人
間
生
活
・

地
域
社
会
に
不
可
欠
な
人
材
を
養
成
す
る「
生

活
者
実
学
系
の
総
合
大
学
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
に
栄
養
と
福
祉
を
与
え
る
大
学
と
い

う
こ
と
で
九
州
栄
養
福
祉
大
学
を
名
乗
り
、そ
う

い
う
8
分
野
の
高
度
な
専
門
技
術
者
を
養
成
し

て
い
ま
す
。

こ
の
専
門
家
を
養
成
す
る
た
め
の
本
学
の
教

育
課
程
は
二
つ
の
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
指
導
・
子
育
て・
介
護
・リ
ハ
ビ
リ・デ
ー
タ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
い
う
よ
う
な
生
活
者
の
実
学
の
専
門

人
養
成
教
育
課
程
と
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
人

格
教
育
課
程
の
双
方
か
ら
で
す
。高
度
な
専
門
家

養
成
と
人
格
教
育
を
で
き
る
だ
け
一
体
的
に
実

践
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
は
そ
う
す

る
こ
と
で
専
門
教
育
と
人
格
教
育
の
双
方
が
活

性
化
し
充
実
し
て
く
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。真
に

実
学
教
育
を
目
指
す
な
ら
、そ
の
教
育
課
程
が

実
学
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

大
学
の
教
育
と
い
う
も
の
は
教
養
教
育
や
専

門
教
育
を
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
ご

ざ
い
ま
す
。124
単
位
、短
大
で
言
い
ま
す
と
62
単

位
、本
学
の
学
生
は
ほ
ぼ
そ
れ
以
上
を
取
っ
て
卒

業
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、そ
れ
は
当
た
り
前
の

こ
と
な
の
で
す
。当
た
り
前
で
な
い
の
は「
四
つ
の

心
」を
育
て
て
い
く
と
い
う
建
学
の
精
神
に
基
づ

く
行
事
教
育
と
い
う
人
格
教
育
課
程
が
一
緒
に

な
っ
て
進
行
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

人
格
教
育
の
た
め
に
本
学
で
は
主
と
し
て
行

事
教
育
と
い
う
も
の
が
計
画
実
践
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
行
事
を
こ
こ
で
言
う
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、農
園
実
習
、校
内

親
睦
の
競
技
大
会
、あ
る
い
は
成
人
式
、針
供
養
、

建
学
の
精
神
を
説
明
す
る
学
長
講
話
等
で
す
。こ

れ
は
大
半
が
90
年
間
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
行
事

で
ご
ざ
い
ま
す
。毎
日
の
知
性
教
育
も
大
切
で
す

が
こ
う
い
う
行
事
教
育
を
通
し
て
、そ
の
知
性
・

技
術
を
生
か
し
て
い
く
基
本
に
な
る
人
間
の
人

格
の
全
体
的
な
育
み
を
通
し
て
、そ
の
知
性
技
術

教
育
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
大
き
く
し
て
い
こ
う

と
い
う
試
み
な
の
で
あ
り
ま
す
。こ
の
行
事
教
育

に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
は
主
と
し
て
建
学
の
精
神「
四
つ
の

心
」の
修
得
に
あ
り
ま
す
。

要
す
る
に
本
学
教
育
の
特
徴
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
を
学
び
な
が
ら
建
学
の
精
神
に
基
づ

く
人
格
の
四
つ
の
心
・
四
つ
の
生
命
力
、即
ち「
勇

気
・
親
和
・
愛
・
知
性
」の
発
動
、発
展
、統
合
、調

和
の
方
法
も
学
び
、専
門
的
力
と
人
格
的
力
の

両
方
を
修
得
、た
く
ま
し
い
人
間
形
成
を
す
る
と

い
う
教
育
方
法
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。高
度
な
専
門
分
野
を
習
得
し
国
家
資
格

等
の
取
得
を
目
指
し
な
が
ら
一
方
で
、「
四
つ
の
心

の
全
き
」も
目
指
す
と
い
う
わ
け
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
は
早
速
来
週
か
ら
行

事
教
育
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

詳
し
く
は
そ
の
時
に
ま
た
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、こ
こ
で
簡
単
に
そ
の
人
格
教
育
の
核
と

な
る「
四
つ
の
心
」・「
四
つ
の
生
命
力
」に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
ま
す
。

基
本
的
に
本
学
が
目
指
し
て
い
る
人
格
の
理

想
像
と
い
う
も
の
は
、「
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
」

と
い
う
四
つ
の
心
を
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
見
て
右
側
に
建
学
の
精
神
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。教
育
と
は
心
の
畑
を
耕
す
こ

と
で
あ
り
、そ
し
て
そ
の
耕
し
た
心
の
畑
に
勇
気
・

親
和
・
愛
・
知
性
の
４
つ
の
心
の
芽
を
種
ま
き
育

て
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

四
つ
の
心
と
い
う
も
の
は
、ま
ず「
勇
気
」、わ
か

り
や
す
く
言
い
ま
す
と「
進
ん
で
や
れ
る
元
気
な

心
」で
す
。人
間
こ
れ
が
な
く
な
っ
て
は
お
し
ま
い

に
な
り
ま
す
。抽
象
的
に
は
主
体
性
と
い
う
言
い

方
を
し
ま
す
け
れ
ど
、受
動
的
で
は
な
く
能
動
的

な
前
向
き
の
心
で
あ
り
ま
す
。そ
れ
か
ら「
親
和
」、

親
和
と
い
う
も
の
は「friendship

」の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
幼
稚
園
的
な
言
葉
で
言
え
ば「
皆
と
仲
良

く
遊
べ
る
心
」で
す
。つ
ま
り
他
者
を
受
け
入
れ
る

心
の
広
が
り
を
意
味
し
て
い
ま
す
。親
和
力
で
ご

ざ
い
ま
す
。「
愛
」は
色
ん
な
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、

本
学
で
言
う「
愛
」と
い
う
も
の
は「
人
を
育
む
心
、

令
和
８
年
度  

九
州
栄
養
福
祉
大
学・東
筑
紫
短
期
大
学
入
学
式  

学
長
式
辞

─
本
学
の
特
色
・
基
本
的
教
育
理
念
に
つ
い
て
─
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慈
し
む
心
」で
す
。こ
れ
が
な
い
人
は
や
は
り
薄
っ

ぺ
ら
な
人
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。他
者
を
育

む
力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
本
当
に
強
い
人
間
に

は
な
れ
ま
せ
ん
。こ
う
い
う
心
を
持
っ
て
い
な
い
と
、

い
く
ら
勉
強
が
出
来
る
と
言
っ
て
も
、少
し
心

が
寒
く
な
っ
て
し
ま
う
、北
風
が
吹
い
て
く
る
よ

う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
か
ら「
知

性
」。な
ぜ
か
な
あ
ど
う
す
る
の
か
な
あ
と
い
う
知

的
探
求
心
で
あ
り
ま
す
。こ
の
四
つ
の
心
・
力
を
で

き
る
だ
け
調
和
均
衡
を
と
っ
て
発
達
さ
せ
る
と
い

う
の
が
本
学
の
基
本
的
な
人
格
教
育
理
念
で
あ

り
ま
す
。こ
れ
を「
筑
紫
の
心
」と
言
い
ま
す
。

こ
の
四
つ
の
心
が
発
達
し
て
き
ま
す
と
、そ
の

発
達
段
階
に
応
じ
て
必
ず
そ
の
人
な
り
の
夢
目

標
が
現
れ
て
き
ま
す
。そ
れ
が
発
現
す
る
と
そ
の

夢
目
標
は
必
ず
四
つ
の
心
を
大
き
く
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
発
展
す
れ
ば
夢
目
標
が
さ

ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。両
者
は
そ
う
い
う
相

互
関
係
に
あ
り
ま
す
。

本
学
園
の
こ
ど
も
園
の
卒
園
式
で
は
必
ず
卒

園
証
書
を
渡
す
と
き
に
園
児
一
人
一
人
に
将
来
何

に
な
り
た
い
か
を
言
っ
て
も
ら
い
ま
す
。将
来
何
に

な
る
か
、皆
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
語
り
ま
す
。そ
れ
が

ど
こ
ま
で
持
続
力
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
と
も

か
く
と
し
て
、夢
を
語
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
り
ま
す
。人
間
の
四
つ
の
心
の
成
長

に
と
っ
て
、夢
・
目
標
と
い
う
も
の
は
そ
れ
く
ら
い

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
四
つ
の
心
で
す
ね
。も
う
一
回
繰
り
返
し

ま
す
と
、進
ん
で
や
れ
る
元
気
な
心
。そ
れ
か
ら

皆
と
仲
良
く
遊
べ
る
心
、人
を
差
別
し
な
い
で
誰

と
で
も
打
ち
解
け
て
喋
れ
る
心
、そ
れ
か
ら
両
親

祖
父
母
か
ら
い
た
だ
い
た
愛
の
心
、人
を
慈
し
み

育
む
心
。な
ぜ
か
な
あ
、ど
う
す
る
の
か
な
あ
と

自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
自
分
を
知
性
的
に
反

省
し
内
省
す
る
知
性
の
心
。こ
の
四
つ
の
心
が
ひ

と
つ
の
人
格
の
中
に「
四
隅
の
柱
」の
よ
う
に
し
っ

か
り
立
っ
て
い
な
い
と
大
き
な
目
標
を
立
て
て
も

長
続
き
し
ま
せ
ん
。こ
の
四
つ
の
心
の
上
に
し
っ
か

り
立
っ
た
夢
・
目
標
、皆
さ
ん
で
言
う
な
ら
ば「
教

育
者
に
な
る
」あ
る
い
は「
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に
な

る
」「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
新
し
い
世
界
を
北
九

州
で
拓
く
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
そ

れ
は
そ
れ
で
大
事
で
す
が
、そ
れ
が
四
つ
の
勇
気
・

親
和
・
愛
・
知
性
、日
本
の
古
典
的
概
念
で
は
こ
れ

を「
荒
魂
・
和
魂
・
幸
魂
・
奇
魂
」と
申
し
ま
す
が
、

こ
れ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
よ
り
重
要

で
す
。私た

ち
は
こ
の
四
つ
の
心
の
源
を
両
親
祖
父

母
先
祖
か
ら
非
連
続
的
に
連
続
し
な
が
ら
継
承

し
て
い
ま
す
。い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
。こ
こ
が
と

て
も
重
要
で
す
。こ
の
両
方
の
勉
強
が
東
筑
紫
学

園
で
は
大
切
で
す
。

こ
う
い
う
教
育
理
念
で
本
学
園
は
幼
稚
園
か

ら
中
学
校
、高
校
、短
期
大
学
、大
学
、大
学
院
と

一
貫
し
て
こ
れ
ま
で
90
年
間
模
索
し
な
が
ら
や
り

続
け
て
い
る
学
校
で
ご
ざ
い
ま
す
。教
科
教
育
・
教

養
教
育
・
専
門
教
育
だ
け
で
な
く
て
、行
事
教
育

と
い
う
も
の
を
合
わ
せ
て
、四
つ
の
心
・
四
つ
の
生

命
力
を
大
き
く
育
ん
で
ゆ
こ
う
と
い
う
教
育
方

法
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
皆
さ
ん
、両
親
・
祖
父
母
か
ら
四
つ
の

力
を
貰
っ
た
と
い
っ
て
も
い
つ
貰
っ
た
か
分
か
ら
な

い
で
し
ょ
う
。私
も
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

ね
。母
親
の
腹
か
ら
出
て
き
た
時
に
、個
体
が
分

離（separation

）し
た
時
に
貰
っ
た
の
か
、腹
の

中
に
い
る
と
き
に
こ
の
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
を

貰
っ
た
の
か
、母
親
の
腹
か
ら
出
て
く
る
時
に
非

常
に
苦
し
い
絶
望
的
な
限
界
状
況
で
泣
き
泣
き

出
て
き
た
そ
の
時
に
貰
っ
た
の
か
、色
々
あ
る
と

思
う
の
で
す
。こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、少
な
く
と
も
母
子
分
離
し

て
い
く
時
に
何
か
が
や
は
り
起
こ
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
が
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
の
こ
と
は
思
い
出
せ
な
い
か
ら
と
言
っ

て
こ
ん
な
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
、四
つ
の
力
、体

と
心
を
継
承
し
て
く
れ
た
存
在
を
忘
れ
て
し
ま
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。何
故
か
。自
分

の
源
を
見
失
い
、自
己
の
非
連
続
的
連
続
性
の

生
命
力
を
意
識
で
き
な
い
弱
い
人
間
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。自
分
の
歴
史
的
両
親
が
、そ
の

時
代
時
代
の
厳
し
い
環
境
下
を
生
き
抜
き
生
殖

細
胞
を
通
し
て
自
分
と
い
う
も
の
を
存
在
さ
せ
て

い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
意
識
で
き
な
い
人
間
は

た
だ
の
個
人
化
の
枠
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、非
連
続

的
に
連
続
し
て
生
き
抜
い
て
い
る
強
力
な
生
命
力

の
実
在
を
自
覚
で
き
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。

確
か
に
私
た
ち
は
生
ま
れ
て
く
る
時
の
状
況

な
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
か
ら
四
つ
の
心
が
授
与
さ

れ
た
時
の
こ
と
な
ど
思
い
出
せ
な
い
わ
け
で
す
。だ

か
ら
自
分
の
両
親
に
対
す
る
感
謝
の
念
な
ん
て

湧
き
よ
う
が
な
い
の
で
す
。で
も
母
子
分
離
の
時

に
大
変
尊
い
も
の
を
戴
き
託
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
い
つ
か
気
付
い
た
な
ら
ば
、自
分
の
心

と
体
を
、せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
命
を
大
事
に
し

て
、朝
起
き
た
ら
顔
を
洗
っ
て
、夜
一
日
疲
れ
た
時

に
は
お
風
呂
場
で
足
の
指
一
本
一
本
を
、爪
を
傷
つ

け
た
り
し
て
は
立
ち
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

か
ら
、こ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
い
た
だ
い
た「
人
」に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
感
謝
し
て
、長
い

間
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
い
う
気
持

ち
で
お
掃
除
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。顔

だ
け
綺
麗
に
し
て
い
る
だ
け
で
は
駄
目
で
す
。足

の
指
ま
で
一
本
一
本
、両
親
が
く
れ
た
ん
だ
な
、タ

ダ
で
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
分
か
ら
な
か
っ
た
な
、と

18
か
ら
20
歳
く
ら
い
に
な
れ
ば
、そ
う
い
う
こ
と

が
し
み
じ
み
と
分
か
っ
て
こ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。両
親
と
ぶ
つ
か
る
時
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り

ま
す
。私
な
ん
か
も
そ
う
で
し
た
。そ
れ
で
も
、こ

の
両
親
こ
そ
が
、私
に
四
つ
の
心
と
い
う
生
命
力
・

宝
物
を
伝
え
与
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
え
ば
ね
、

人
間
と
し
て
の
最
低
限
の
礼
節
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
ね
。こ
の
両
親
が
い
な
け
れ
ば
自
分
も

い
な
い
の
だ
か
ら
ね
。そ
う
い
う
こ
と
を
分
か
っ
た

う
え
で
争
う
と
き
に
は
争
う
と
い
う
こ
と
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
の
日
だ
っ
た
か
附
属
幼
稚
園
で
聞
き
ま

し
た
。お
誕
生
日
会
の
親
子
教
室
か
何
か
で
お
母

さ
ん
が
言
い
ま
す
。「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」と
、園
児
が
お
返
し
し
ま
す
、「
お
母
さ

ん
、命
を
つ
な
い
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
。い
い
言
葉
・
言
霊
で
し
た
。こ
う
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
と
、親
に
も
ら
っ
た
こ
ん
な
大
切
な

命
の
四
つ
の
心
、こ
れ
だ
け
は
ど
ん
な
辛
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
ゴ
ミ
だ
ら
け
・ス
ト
レ
ス
ま
み
れ
に
し
な

い
で
す
ぐ
に
お
掃
除
し
、い
つ
も
磨
き
上
げ
ぴ
か

ぴ
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、汚
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
お
掃
除
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま

す
。環
境
の
お
掃
除
か
ら
体
と
心
の
お
掃
除
ま
で

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。四
つ
の

心
を
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て
お
か
な
い
と
四
つ
の
心

の
た
め
の
人
格
教
育
と
専
門
教
育
の
調
和
統
合

的
実
践
力
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。せ
っ
か
く

い
た
だ
い
た
こ
の
生
命
力
を
汚
さ
な
い
で
ま
っ
さ

ら
真
澄
に
し
て
生
き
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
生
き

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

以
上
本
学
の
四
つ
の
心
の
教
育
の
一
端
を
申
し

上
げ
ま
し
て
こ
れ
か
ら
２
年
、４
年
後
の
卒
業
時

に
は
皆
さ
ん
が
立
派
な
四
つ
の
心
の
柱
と
高
度
な

専
門
技
術
を
持
っ
た
専
門
家
と
し
て
こ
の
学
校

を
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
を
確
信
し
、九
州
栄
養
福

祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
令
和
８
年
度
入
学

式
の
学
長
式
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。本
日

は
皆
様
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
本
稿
は
令
和
８
年
度
入
学
式
式
辞
に
若
干
の

加
筆
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。）
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大
学
院
健
康
科
学
研
究
科
は
平
成
17
年

に
設
立
さ
れ
て
22
年
目
に
な
り
ま
す
。こ
れ

ま
で
多
く
の
修
了
生
を
輩
出
し
、よ
り
高
い

知
識
と
社
会
性
を
身
に
着
け
て
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、修

了
生
お
よ
び
教
員
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

現
在
、日
本
の
大
学
院
状
況
を
見
ま
す
と

修
士
課
程
へ
の
進
学
率
は
11
％
前
後
、博
士

課
程
に
は
２
％
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。修

士
課
程
に
在
籍
し
て
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、

「
論
理
性
や
批
判
的
思
考
力
」、「
デ
ー
タ

処
理
、活
用
能
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」、「
自
ら
課
題
を
発
見
し
設
定
す
る
力
」

「
高
度
な
専
門
知
識
」な
ど
が
今
後
役
に
立

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
は
修
士
課
程
の
み
の
大
学
院
で
す
が
、

昨
今
の
学
生
気
質
で
し
ょ
う
か
？
な
か
な
か

大
学
院
の
現
状

大
学
院
に
進
学
す
る
学
生
が
少
な
く
な
っ
て

お
り
、非
常
に
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。一
方
、社
会
人
の
入
学
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
あ
り
、彼
ら
は
仕
事
と
学
業
を
両
立
し
な

が
ら
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。社
会
人
は
仕
事

を
終
え
て
ほ
ぼ
18
時
過
ぎ
の
授
業
に
参
加
し
、

21
時
頃
ま
で
勉
学
に
勤
し
む
日
課
と
な
っ
て

い
ま
す
。土
日
に
も
授
業
が
あ
る
場
合
が
あ

り
、修
士
論
文
研
究
と
併
せ
そ
の
努
力
に
敬

服
し
て
い
ま
す
。貴
重
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
な

り
、今
後
の
仕
事
に
大
い
に
役
立
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
学
院
と
し
て
も
よ
り
進
学
・
入
学
す
る

学
生
を
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。具
体
的
に
は
教
育
お

よ
び
研
究
の
質
の
向
上
、研
究
施
設
の
充
実
、

学
業
生
活
支
援
、就
職
支
援
な
ど
学
生
に

と
っ
て
学
び
や
す
い
状
況
を
作
る
こ
と
で
多

く
の
学
生
の
入
学
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思

い
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

食物栄養学部 Faculty of Food and Nutrition

新
し
い
年
度
へ
の
期
待
の
1
年

杉　元　康　志
SUGIMOTO YASUSHI

食物栄養学部　学長補佐
大学院・健康科学研究科長

令
和
８
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、希
望
に
満

ち
た
新
し
い
学
生
を
迎
え
、大
学
も
活
気
に

満
ち
て
い
ま
す
。例
年
の
こ
と
で
す
が
、気
が

閉
ま
る
思
い
で
緊
張
感
を
持
っ
て
教
育
に

励
み
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

大
学
生
活
が
始
ま
っ
た
と
い
う
実
感
に

溢
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。本
学
の
教
育
理

念
で
あ
る
筑
紫
の
心
─
勇
気
、親
和
、愛
、

知
性
の
４
つ
の
心
を
育
み
な
が
ら
、勉
学
は

さ
る
こ
と
な
が
ら
多
く
の
人
と
の
出
会
い

や
経
験
を
通
じ
て
自
己
を
深
め
、社
会
と

繋
が
り
、社
会
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
大
き

く
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

本
学
部
は
管
理
栄
養
士
を
養
成
す
る
食

物
栄
養
学
科
と
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。前
者
は

国
民
の
健
康
を
食
と
栄
養
の
面
で
支
え
る

ヘ
ル
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
社
会
に
貢

未
来
が
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。世
界
情
勢
、日
本
を
取
り
巻
く
諸
問
題
、

決
し
て
明
る
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。日
本
は
、30
年
前
は
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
技
術
大
国
で
経
済
的
に
も
将
来
的
に
希

望
の
あ
る
国
で
し
た
が
、現
在
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
、半
導
体
や
金
融
分
野
で
は
後
れ

を
取
り
、国
家
の
地
位
が
年
々
低
く
な
っ
て

お
り
、将
来
が
不
透
明
で
あ
り
、国
の
発
展

に
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
の
も
事
実

献
す
る
人
材
の
養
成
に
努
め
て
い

ま
す
。後
者
は
、昨
年
度
に
開
設

し
た
新
し
い
学
科
で
、食
環
境
と

健
康
に
関
わ
る
諸
問
題
を
解
決

で
き
る
先
端
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
の
養
成
を
目
指
す
学
科

と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
今
の
管
理

栄
養
士
国
家
試
験
に
つ
い
て
申

し
ま
す
と
、単
な
る
知
識
の
暗
記

で
は
合
格
が
難
し
い
試
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
践
的
で
判
断
力
が
い
る
応
用
問
題
が
増

え
て
い
る
の
が
そ
の
傾
向
で
す
。そ
の
結
果
、

合
格
率
も
下
が
り
気
味
で
対
応
で
き
な
い

学
生
は
厳
し
い
試
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。本

学
も
多
く
の
時
間
を
割
い
て
補
習
な
ど
を

増
や
し
、対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、対
応

で
き
な
い
学
生
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、計
画
を
立
て
て
計
画

的
な
学
習
を
心
が
け
る
、目
標
設
定
を
明

確
に
す
る
、持
続
的
な
努
力
を
大
切
に
す

る
、理
解
を
深
め
る
こ
と
を
優
先
す
る
、効

率
的
な
学
習
方
法
を
見
つ
け
る
、定
期
的

に
復
習
す
る
、自
己
管
理
を
徹
底
す
る
、教

員
を
う
ま
く
活
用
す
る
、個
別
で
は
な
く

小
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
環
境
を
作
る
、自
己

管
理
と
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
っ
か

り
す
る
な
ど
積
極
的
に
挑
戦
す
る
心
を
持

つ
こ
と
と
合
格
す
る
と
い
う
強
い
決
意
が

必
要
で
す
。

で
す
。少
子
高
齢
化
社
会
、Ｄ
Ｘ
化
の
遅
れ
、

円
安
と
物
価
高
、格
差
の
拡
大
な
ど
明
る

い
材
料
は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
で
大
学
生
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
将
来
の
日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
に

す
る
か
、ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
を
真

剣
に
考
え
る
こ
と
で
す
。大
い
に
語
り
合
い

切
磋
琢
磨
し
て
将
来
を
担
っ
て
い
く
人
材

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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で
本
年
度
に「
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
」、新
学
科

で
来
年
度
に「
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
」の
認
定
を

受
け
る
予
定
で
あ
り
、国
が
認
め
る
質
の
高

い
デ
ジ
タ
ル
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

北
九
州
か
ら
世
界
へ
、そ
し
て
未
来
へ

北
九
州
市
は
か
つ
て
日
本
の
産
業
の
心

臓
部
で
あ
り
、公
害
を
克
服
し
た
現
在
は
先

進
的
な「
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
街
」と
し
て

歩
み
続
け
て
い
ま
す
。令
和
7
年
11
月
に
は
、

SDGs

の
国
際
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
会
議
と
も

い
え
る「
国
連
統
計
委
員
会
専
門
家
会
合
」

が
同
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
会
議
の

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
に
お
い
て
、本
学
の
学
生

が
放
置
竹
林
と
い
う
地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
考
案
し
、地
元
企
業
の
協
力
で
商

品
化
し
た「
竹
炭
か
り
ん
と
う
」が
提
供
さ
れ
、

世
界
27
加
盟
国
の
代
表
ら
か
ら
大
好
評
を

博
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
の
思
い
が
世
界
に

届
い
た
こ
と
は
、本
学
の
大
き
な
誇
り
で
す
。

本
大
学
と
短
大
で
は
、保
育
、子
ど
も
教

育
、リ
ハ
ビ
リ
、介
護
分
野
の
教
育
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
領
域
と「
食
」、そ

し
て「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
豊

か
な
食
生
活
と
健
康
を
実
現
し
、持
続
可
能

な
地
域
社
会
と
世
界
の
健
康
福
祉
に
貢
献

す
る
人
材
を
、こ
れ
か
ら
も
北
九
州
の
地
か

ら
未
来
に
向
け
て
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

食物栄養学部 Faculty of Food and Nutrition

は
じ
め
に
：
建
学
の
精
神
と
本
学
の
強
み

九
州
栄
養
福
祉
大
学
は
、幼
稚
園
か
ら
大

学
院
ま
で
を
擁
す
る
学
校
法
人
東
筑
紫
学

園
の
も
と
、建
学
の
精
神「
勇
気
・
親
和
・
愛
・

知
性
」を
基
盤
に
、地
域
社
会
を
支
え
る
多

数
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。令
和
7
年
度
に
は「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
」と「
子
ど
も
教
育
学
科
」を
新

設
し
、教
育
研
究
環
境
は
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
学
の
最
大
の
強
み

は
、こ
れ
ら
の
学
部
・
学
科
の
枠
を
越
え
た
学

内
連
携
に
あ
り
ま
す
。人
生
の
あ
ら
ゆ
る
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
人
々
が
健
康
で
幸
せ
に
暮

ら
せ
る「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
」に
求
め
ら

れ
る
人
材
を
輩
出
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境

が
、こ
こ
に
は
整
っ
て
い
ま
す
。

社
会
的
役
割
の
拡
大
と
、誇
る
べ
き
実
績

平
成
13
年
に
開
設
さ
れ
た
食
物
栄
養
学

部
・
食
物
栄
養
学
科
は
、「
食
を
通
じ
て
福

国
規
模
で
表
彰
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。ま
た
、令
和
7
年
10
月
か
ら
は

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
内
で
こ
ど
も
食
堂「
九

栄
わ
ん
ぱ
く
ハ
ウ
ス
」を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

卒
業
生
や
地
元
企
業
と
協
力
し
た
こ
の
取

り
組
み
は
、ネ
ッ
ト
募
集
開
始
後
数
分
で
定

員
に
達
す
る
ほ
ど
の
大
人
気
で
す
。学
生
た

ち
は
社
会
奉
仕
の
喜
び
を
実
感
し
、専
門
職

と
し
て
の
視
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

未
来
を
拓
く「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
」

現
代
の「
人
生
100
年
時
代
」や
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
進
展
に
お
い
て
、エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

く
栄
養
管
理
や
デ
ー
タ
活
用
の
重
要
性
は

急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
令
和
7
年

4
月
、食
物
栄
養
学
部
内
に「
食
環
境
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」を
新
設
し
ま
し
た
。食

と
健
康
の
専
門
知
識
に
加
え
、最
先
端
の
Ａ

Ｉ
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
を
修
得
し
、食

環
境
の
課
題
解
決
に
挑
む
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
を
育
成
し
ま
す
。

本
学
科
は
す
で
に
、北
九
州
地
域
を
中
心

と
す
る
42
の
企
業
・
団
体
と
教
育
・
研
究
開

発
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、実

社
会
の
課
題
に
挑
む
マ
イ
ン
ド
と
ス
キ
ル
を

磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、文
部
科
学
省

の「
数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス・Ａ
Ｉ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
」に
お
い
て
、大
学
全
体

祉
を
実
現
す
る
」と
い
う
使
命
感

を
持
っ
た
管
理
栄
養
士
を
養
成

し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
２
，

３
９
１
名
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、開
設
以
来「
就
職
率
100
％
」を

誇
っ
て
い
ま
す
。卒
業
生
は
病
院

や
介
護
施
設
、保
育
園
を
は
じ
め
、

栄
養
教
諭
や
企
業
の
食
品
開
発

な
ど
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
お

り
、自
ら
起
業
す
る
者
も
い
ま
す
。こ
う
し
た

第
一
線
で
活
躍
す
る
先
輩
た
ち
が
、講
演
な

ど
を
通
じ
て
在
学
生
に
生
き
た
学
び
を
提
供

し
て
く
れ
る
こ
と
も
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。

近
年
、超
高
齢
社
会
や
地
域
包
括
ケ
ア
の

進
展
を
背
景
に
、管
理
栄
養
士
は
単
に「
食

事
を
管
理
す
る
職
種
」か
ら「
医
療
・
介
護
・

地
域
を
支
え
る
専
門
職
」へ
と
役
割
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。ま
さ
に
本
学
部
の
開
設
目
的

で
あ
る
、高
い
使
命
感
を
持
っ
た
管
理
栄
養

士
の
養
成
が
、社
会
的
に
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
実
践
的
な
学
び
の
推
進

こ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
応
え
、本
学

部
で
は
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す「
食
環

境
地
域
連
携
演
習
」を
開
講
し
て
い
ま
す
。昨

年
度
は
、学
生
た
ち
が
企
業
や
北
九
州
市
と

連
携
し
た
食
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
活
動
が

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、全

地
域
と
共
に
未
来
に
向
け
て
発
展
し
続
け
る
大
学
を
目
指
し
て

渡　邉　啓　一
WATANABE KEIICHI

食物栄養学部長

05  HIRAKU



九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学活動紹介 食環境地域連携演習

サンタウォーク
ふくおか地域づくり活動賞受賞

福津いいざい×九州栄養福祉大学
めぐり鯛みたらしソース商品開発

竹炭かりんとう
九州農政局特別賞受賞

地域づくりネットワーク
福岡県協議会に応募！ 福津市長にお披露

記者発表に行きました！

農林水産省主催！
第2回みどり戦略学生
チャレンジ応募！

本
学
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
と
こ
ど
も
教
育
学
部
が
新
設
さ
れ
、早
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。学
内
で
の
行
事
を
は

じ
め
、日
常
の
大
学
生
活
の
様
々
な
場
面

で
学
生
間
の
活
発
な
交
流
が
み
ら
れ
、以

前
に
も
増
し
て
学
内
が
明
る
く
活
気
づ
い

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。４
月
に
開
催

さ
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
お
い
て
は
、学
生
同
士
で
協
力
し
合
い
、一

丸
と
な
っ
て
作
戦
を
練
り
、競
技
に
挑
ん
で

い
る
姿
や
学
部
学
科
を
越
え
て
応
援
の
声

が
飛
び
交
う
な
ど
、本
学
の
建
学
の
精
神

で
あ
る「
勇
気
」、「
親
和
力
」、「
愛
」、「
知

性
」が
着
実
に
学
生
の
中
で
育
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、本
学
科
は
、食
と
栄
養
の
高
度
な

専
門
知
識
と
ス
キ
ル
を
活
か
し
、食
を
通
し

て
人
々
を
健
康
へ
と
導
く
こ
と
の
で
き
る

療
養
中
の
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
子

ど
も
へ
の
食
育
、企
業
に
お
け
る
食
品
開
発
、

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
支
援
な
ど
、多
彩
な
活
躍

の
場
面
と
高
い
需
要
が
あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
、こ
れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生
を

管
理
栄
養
士
と
し
て
社
会
に
輩
出
し
た
実

績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
学
生
の
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
夢
に
描
く
理
想
の
管
理

栄
養
士
を
目
指
し
て
力
量
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
教
育
環
境
づ
く
り
と
そ

の
指
導
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

管
理
栄
養
士
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、学
部
内
に
食
環
境

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
か
ら
管
理
栄
養
士

の
資
質
能
力
と
し
て
必
要
と
さ

れ
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
技
術
や
デ
ー

タ
処
理
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、管
理
栄
養
士
業
務
の
効
率

化
を
図
る
上
で
Ａ
Ｉ
化
は
重
要
で
す
が
、だ

か
ら
と
い
っ
て
、Ａ
Ｉ
技
術
の
進
化
が
、管

理
栄
養
士
の
担
う
役
割
を
減
少
さ
せ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
役
割
を
よ
り

専
門
的
で
、人
間
に
し
か
で
き
な
い
領
域
へ

と
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。例
え

ば
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と

の
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、複
雑
な
状

況
判
断
、病
院
や
福
祉
の
現
場
等
で
の
多

職
種
連
携
の
調
整
役
と
い
っ
た
、人
間
な

ら
で
は
の
高
度
な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
業

務
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。さ
ら

に
、管
理
栄
養
士
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
食
や
栄
養

面
で
貢
献
で
き
る
お
仕
事
で
あ
る
こ
と
、そ

し
て
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
い
こ
と

も
大
き
な
魅
力
の
一つ
で
す
。具
体
的
に
は
、

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る

管
理
栄
養
士
の
役
割
と
広
が
り
続
け
る
可
能
性

安　倍　ち　か
ABE CHIKA

食物栄養学科長

第40回 管理栄養士国家試験
本学合格率

75.6%
68名合格／90名受験

栄養教諭一種免許状取得
令和7年度卒 11名

食物栄養学科 Department of Food and Nutrition
食物栄養学部
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九
州
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養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

高大連携 高校生の探究活動

福岡県公立古賀竟成館高等学校陸上部の皆さん

総合的な探求学習の一環として生徒
さんが「食の課題」について発表し、
本学教授陣が「データサイエンス」な
らではの角度からアドバイス。
座談会形式での質問コーナーのあと

は学科棟の見学＆体験会！
モーションキャプチャー体験や、ア

イスの瞬間冷凍体験、走行型ドローン
の運転体験など、食とデータに関わる
最先端の設備や機材に皆さんの目が輝
いていました。

い
ま
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
な
ど
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
は

激
変
し
て
い
ま
す
。
九
州
栄
養
福
祉
大
学

で
は
、
こ
の
時
代
に
対
応
し
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
」
と
「
食
」
を
融
合
し
た
新
し

い
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
昨
年
４
月
に

食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
開
設

し
ま
し
た
。
本
学
が
培
っ
て
き
た
食
と
健

康
の
専
門
性
に
加
え
、
生
産
か
ら
消
費
、

健
康
維
持
に
至
る
広
範
な
「
食
環
境
」
の

デ
ー
タ
を
科
学
的
に
分
析
し
、
課
題
解
決

に
活
か
す
力
を
養
い
ま
す
。
開
設
２
年
目

を
迎
え
、
現
在
は
小
規
模
な
が
ら
も
学
生

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
丁
寧
な
教
育
環

境
を
整
え
て
お
り
、
九
州
・
山
口
地
区
の

み
な
ら
ず
長
野
県
か
ら
も
意
欲
あ
る
学
生

を
迎
え
て
い
ま
す
。

本
学
科
の
最
大
の
特
色
は
、
企
業
や
自

治
体
と
連
携
し
た
実
践
型
教
育
で
す
。
本

学
が
締
結
す
る
42
の
企
業
・
団

体
と
の
包
括
連
携
協
定
を
基
盤

に
、
Ｉ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
な

ど
幅
広
い
分
野
の
リ
ア
ル
な

課
題
に
向
き
合
い
ま
す
。
ま

た
、
地
元
国
立
工
科
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
高
度
な
Ａ
Ｉ
教
育

や
、
フ
ラ
ン
ス
の
バ
イ
オ
産
業

大
学
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
）
と
の
共
同
研

究
に
よ
る
「
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
減
塩
サ
プ

リ
メ
ン
ト
の
開
発
」
な
ど
、
学
び
の
舞
台

は
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
施
設
面

で
も
、
企
業
と
の
共
同
研
究
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
活
用
で
き
る
最
先
端
の
ラ
ボ

ラ
ト
リ
ー
や
フ
ロ
ー
ズ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
を

備
え
た
新
学
科
棟
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
卓
越
し
た
環
境
の
も
と
、
す

で
に
学
生
た
ち
の
主
体
的
な
挑
戦
が
実
を

結
ん
で
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
「
起
業
家

同
好
会
」
や
「
Ａ
Ｉ
北
九
州
ブ
ラ
ン
ド

フ
ー
ド
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
学
科
棟
内
に
オ
フ
ィ
ス
を
持
つ
Ａ
Ｉ

企
業
で
実
践
的
に
働
く
学
生
や
、
入
学
後

す
ぐ
に
高
齢
者
支
援
の
株
式
会
社
を
設
立

し
て
自
ら
社
長
に
就
任
し
た
学
生
も
現
れ

ま
し
た
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
こ
れ
か
ら
の

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
食
で
地
域
の
未
来
を
創
造

渡　邉　啓　一
WATANABE KEIICHI

食環境データサイエンス学科長

食環境データサイエンス学科
Department of Data Science in Food Environment

時
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
教
養

と
捉
え
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
技
術
と
食
や
健
康
の
専
門
知
識
を

武
器
に
、
地
域
社
会
の
未
来
を
創
造
し
、

新
た
な
価
値
を
社
会
に
提
供
で
き
る
人
材

を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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九
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養
福
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学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

東
筑
紫
短
期
大
学

こ
ど
も
教
育
学
部
が
令
和
7
年
度
に
開

設
さ
れ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
一
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
新
設
に
際
し

ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
室
井
廣
一
学
長
先
生
を
は
じ
め
、
学
内

外
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
が
生
き
る
現
代
は
、
Ａ
Ｉ
の
台

頭
や
予
測
困
難
な
社
会
情
勢
に
よ
り
、
正

解
の
な
い
問
い
に
立
ち
向
か
う
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
単

な
る
「
知
識
の
コ
ピ
ー
」
を
伝
え
る
だ
け
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
拓
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
、
改
め
て
本
学
の
建
学

の
精
神
で
あ
る
「
筑
紫
の
心
（
勇
気
、親
和
、

愛
、
知
性
）」
を
土
台
と
し
た
新
し
い
教
員

養
成
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
の
教
育
は
、
テ
ス
ト
の
点
数
や
ス

キ
ル
の
習
得
と
い
っ
た
「
資
格
化
」、
あ
る

い
は
社
会
の
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
る
「
社
会

化
」
に
偏
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
教
育

「
メ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
（
網
目
）」
を
形
成
す

る
場
を
、慈
愛
に
満
ち
た
「
親
和
」
と
「
愛
」

の
心
で
整
え
て
い
く
。
そ
ん
な
「
共
に
生
き
、

共
に
生
成
す
る
」
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

本
学
部
で
は
、
1
年
次
か
ら
の
実
習

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
は
現
場
の
泥
に
ま
み
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
生
命
の
輝
き
に
触
れ
る
中

で
、
理
論
を
血
の
通
っ
た
実
践
知
へ
と
変

え
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
が
養
成
す
る
の
は
、

単
に
教
科
書
を
教
え
る
技
術
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
と
共
に
悩
み
、
共
に
驚

き
、
身
体
全
体
で
子
供
の
求
め
に
応
答
で

き
る
教
員
で
す
。
具
体
的
に
は
、
１
年
次

に
は
、
教
員
の
仕
事
を
実
際
に
観
察
し
な

が
ら
理
解
す
る
「
体
験
実
習
」
を
行
い
ま
す
。

２
年
次
に
は
、授
業
を
計
画
し
実
際
に
行
っ

て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
３
年
次
の
教
育
実

習
に
備
え
る
「
基
礎
実
習
」
を
、
そ
し
て
、

３
年
次
に
は
、
小
学
校
や
附
属
幼
稚
園
で

３
週
間
の
「
教
育
実
習
」
を
行
い
教
育
実

践
力
を
育
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
４
年
次

で
は
、
教
員
補
助
を
行
い
な
が
ら
実
践
的

な
実
習
を
行
う
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
」

と
特
別
支
援
学
校
や
保
育
園
で
の
「
教
育

実
習
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実

習
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
は
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
、
一
人

の
人
間
と
し
て
深
く
関
わ
る
力
を
養
い
ま

す
。
本
学
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や

学
者
ガ
ー
ト
・
ビ
ー
ス
タ
が

説
く
よ
う
に
、
教
育
の
真
髄

は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
人
の

人
間
と
し
て
自
分
ら
し
く
生

き
る
「
主
体
化
」に
あ
り
ま
す
。

教
員
自
身
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
に
動
く
「
交
換
可
能
な
部

品
（
ス
ペ
ッ
ク
）」
で
あ
っ
て
は
、

子
ど
も
の
主
体
化
を
支
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
子
ど
も
の

予
想
外
の
反
応
に
対
し
、
既
存
の
枠
組
み

に
安
住
せ
ず
、
自
分
自
身
の
言
葉
で
応
答

す
る「
勇
気
」と
、そ
れ
を
支
え
る
深
い「
知

性
」
が
必
要
で
す
。
数
値
化
で
き
な
い
「
替

え
の
利
か
な
い
存
在
」
と
し
て
子
ど
も
の
前

に
立
つ
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
が
目
指
す
教
員

の
姿
で
す
。

人
類
学
者
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
、
学

び
を
情
報
の
伝
達
で
は
な
く
、
世
界
と
関

わ
り
な
が
ら
自
ら
の
生
の
軌
跡
を
伸
ば
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

本
学
部
で
は
、
教
育
を
「
教
員
が
引
い
た

レ
ー
ル
の
上
を
歩
か
せ
る
こ
と
」
と
は
考
え

ま
せ
ん
。
教
員
の
役
割
は
、
子
ど
も
た
ち

が
世
界
の
美
し
さ
や
不
思
議
さ
に
自
ら「
注

意
」
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
、
共
に
歩
む
伴

走
者
で
あ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
描

く
多
様
な
「
生
の
ラ
イ
ン
」
を
大
切
に
受

け
止
め
、
そ
れ
ら
が
絡
ま
り
合
っ
て
豊
か
な

筑
紫
の
心
で
編
む
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

脇　田　哲　郎
WAKITA TETSURO

こども教育学部長
こども教育学科長

か
な
生
を
支
え
る
メ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
の
中
心

地
と
な
る
べ
く
、
探
求
心
を
持
ち
続
け
る

実
践
者
を
送
り
出
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
に
は
、
56
名
の
学
生
が
入

学
し
ま
し
た
。
こ
の
学
生
た
ち
に
も
、
本

学
部
の
学
び
の
輪
に
加
わ
り
、
自
分
自
身

を
「
編
み
直
し
て
」
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
4
年
間
の
学
び
を
終
え
て
現
場
に
立
つ

と
き
、
子
ど
も
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
、「
は

い
、
私
で
す
」
と
胸
を
張
っ
て
答
え
ら
れ
る
。

そ
ん
な
、
他
に
は
誰
も
代
わ
り
の
利
か
な
い

「
唯
一
無
二
の
私
」
と
し
て
教
育
の
世
界
に

デ
ビ
ュ
ー
し
て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
の「
勇
気
・

親
和
・
愛
・
知
性
」
を
、
私
た
ち
は
全
力

で
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こども教育学部 Faculty of Child Education
こども教育学科
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啐
啄
同
時
、
こ
の
言
葉
に
接
し
た
の
は
30

歳
代
に
出
身
中
学
校
で
教
育
実
習
を
し
た
と

き
で
し
た
。
教
育
界
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
言

葉
で
、「
啐
は
驚
く
、
叫
ぶ
、
呼
ぶ
」、「
啄

は
つ
い
ば
む
」
と
い
う
意
味
で
す
。
卵
の
中
の

ヒ
ナ
が
殻
を
コ
ツ
コ
ツ
つ
つ
く
こ
と
を
「
啐
」、

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
親
鳥
が
外
か
ら
卵
の
殻

を
コ
ツ
コ
ツ
つ
つ
く
こ
と
を
「
啄
」
と
言
い
、

両
者
が
一
致
し
て
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
る
こ
と
か

ら
「
絶
好
の
好
機
、
ま
た
と
な
い
好
機
」
を

表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
も
と
は
禅

宗
の
言
葉
で
「
弟
子
が
悟
り
を
開
く
ま
で
あ

と
一
歩
と
い
う
と
き
、
師
匠
が
す
か
さ
ず
指

導
し
て
悟
り
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

を
い
う（
１
）そ
う
で
す
。
こ
れ
に
は
学
ぶ
者
と
指

導
す
る
者
の
呼
吸
が
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
育
の
場
で
は
学
生
が

知
識
を
求
め
て
意
欲
を
示
し
た
時
に
タ
イ
ミ

ン
グ
を
合
わ
せ
て
、
教
師
が
必
要
な
量
だ
け

医
療
を
学
ぶ
者
と
し
て
、
い
ず
れ
求
め
ら
れ

る
対
象
者
へ
の
責
任
感
に
つ
い
て
も
意
識
し

て
い
ま
し
た
。
年
々
探
究
心
も
積
極
性
も

学
習
意
欲
も
希
薄
で
、
学
習
習
慣
を
持
っ
て

い
な
い
学
生
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
後
も
少
子
化
が
進
み
、
リ
ハ
分
野
に

進
む
学
生
も
減
少
し
て
く
れ
ば
、
今
以
上
に

こ
の
よ
う
な
学
生
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
か
と
い
っ
て
、
国
家
試
験

に
通
れ
ば
良
い
と
い
う
教
育
レ
ベ
ル
で
は
役
に

立
た
な
い
の
で
す
。
リ
ハ
学
部
で
は
卒
業
の
先

に
患
者
さ
ん
が
待
っ
て
い
ま
す
し
、
他
の
学

部
も
子
供
や
利
用
者
の
方
々
が
い
ま
す
。
大

学
の
社
会
に
対
す
る
責
任
と
し
て
、
ど
こ
の

現
場
で
あ
っ
て
も
卒
業
生
の
レ
ベル
を
落
と
さ

ず
、
九
栄
大
の
卒
業
生
な
ら
ば
安
心
し
て
仕

事
を
任
せ
ら
れ
る
。
と
い
っ
た
今
ま
で
築
き

上
げ
た
社
会
か
ら
の
信
頼
は
維
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
ど
の
よ
う
に

維
持
し
て
い
く
か
は
教
育
方
法
と
結
び
つ
い

た
大
切
な
課
題
と
思
い
ま
す
。

政
府
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
私
立
大
学
を

少
な
く
と
も
250
校
、
14
万
人
程
度
の
学
部

定
員
の
削
減
を
目
指
す
と
発
表
し
ま
し
た（
２
）。

私
大
の
約
半
数
が
少
子
化
で
定
員
割
れ
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
の
削
減
案
で
す
が
、
文
科

省
は
地
域
の
産
業
、
医
療
・
福
祉
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
人
材
輩
出
機
能
を
持
つ
大

学
の
維
持
は
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す（
２
）。
当
学

は
す
で
に
「
実
学
教
育
」
の
方
針
の
下
に
前

述
の
人
材
輩
出
を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
一

支
援
や
指
導
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
来
40
年
余
り
、

こ
の
言
葉
を
頭
の
隅
に
お
い
て
自

分
な
り
に
学
生
に
接
し
て
き
ま
し

た
。以

前
は
文
字
通
り
「
啐
―
啄
」

の
関
係
で
学
生
か
ら
殻
を
つ
つ
き

教
師
が
呼
応
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
は
「
啄
―
啐
」

の
関
係
で
教
師
か
ら
投
げ
か
け
れ
ば
そ
れ
に

応
え
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ズ
レ
は
あ
る
も
の
の
お

互
い
に
響
き
あ
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
教

育
の
理
想
的
な
か
か
わ
り
方
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
最
近
は
こ
の
関
係
性
が
作
れ

な
い
（
発
生
し
な
い
）
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
学
生
か
ら
殻
を
つ
つ
く
こ
と
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
か
ら
殻
を
つ
つ
く
タ

イ
ミ
ン
グ
を
探
ろ
う
と
、
少
し
つ
つ
い
て
み
て

も
反
応
が
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
つ
い
、
つ
つ
き

す
ぎ
て
殻
を
割
っ
て
し
ま
い
学
生
を
殻
か
ら

引
き
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学

生
は
ま
だ
自
ら
学
ぶ
姿
勢
が
で
き
て
い
な
い

の
で
、
引
き
出
し
た
後
は
一
方
的
に
教
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。啐
啄
同
時
は
死
語
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

以
前
の
理
学
療
法
・
作
業
療
法
の
情
報

も
乏
し
い
時
代
で
も
学
生
は
知
的
探
究
心
や

臨
床
体
験
へ
の
積
極
性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

段
と
実
学
教
育
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
リ
ハ
学
部
の
実

学
教
育
は
臨
床
に
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
と

接
し
な
け
れ
ば
実
学
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
高

齢
者
の
健
康
教
室
や
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
与
は
あ
り
ま
す
が
、
教
員
の
専
門
と
す
る

疾
患
の
臨
床
で
の
関
与
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教

員
の
実
学
経
験
の
継
続
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
。
地
域
連
携
や
企
業
連
携
が
言
わ

れ
る
中
、
リ
ハ
学
部
も
病
院
や
施
設
と
連
携

し
て
教
員
が
臨
床
基
盤
を
持
つ
と
と
も
に
入

学
の
早
い
時
期
か
ら
学
生
に
臨
床
に
接
す
る

機
会
を
与
え
る
こ
と
で
実
学
教
育
が
充
実
す

る
と
考
え
ま
す
。

リ
ハ
分
野
に
進
学
す
る
高
校
生
が
減
少
す

る
中
で
、
病
院
を
母
体
と
し
た
養
成
校
と

競
争
す
る
に
は
教
育
力
や
歴
史
の
力
だ
け
で

は
な
く
臨
床
環
境
も
必
要
で
す
。
連
携
協
力

が
で
き
、
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
啐
啄
同

時
が
で
き
る
学
生
が
多
く
育
っ
て
く
れ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

1
）
辞
典
オ
ン
ラ
イ
ン
「
四
字
熟
語
辞
典
」：

https://yoji.jitenon.jp/yojim
/6384

（
２
０
２
６
年
4
月
参
照
）

2
）
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
：「
私
立
大
学
250
校

削
減
案
、
財
務
省
が
２
０
４
０
年
目
標
」、

https://www.yom
iuri.co.jp/kyoiku/

news/20260429-GYTIT00354/
(

２
０
２
６
年
5
月
参
照)

「
啐
啄
同
時
」
は
死
語
に
な
っ
た
か
？

髙　橋　精一郎
TAKAHASHI SEIICHIRO

小倉南区キャンパス　学長補佐
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国
家
資
格
で
あ
る
理
学
療
法
士
と
作
業

療
法
士
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を

担
う
重
要
な
専
門
職（
セ
ラ
ピ
ス
ト
）で
あ

り
、臨
床
現
場
に
お
い
て
は
、障
が
い
を
抱

え
た
対
象
者
の
機
能
回
復
や
日
常
生
活
活

動
能
力
を
高
め
る
た
め
の
効
果
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。セ
ラ
ピ
ス
ト
が
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
実
際
に
担
当
す
る
と
、

そ
の
方
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
が
多
種
多

様
か
つ
複
雑
で
あ
る
た
め
に
、多
面
的
か
つ

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ど
う
し
て
も
他
職
種
の
協
力（
協
働
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
関
わ
る
医
療
従
事
者

が
理
想
的
な
チ
ー
ム
医
療
を
実
施
す
る
こ

と
は
、容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

方
向
性
な
ど
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
、対
象

者
に
関
わ
る
専
門
職
が
集
ま
っ
て
、他
職

種
間
で
話
し
合
う
場
で
あ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、対
象
者
に
対
す
る
治

療
の
方
向
性
の
確
認
と
目
標
の
共
有
な
ど
、

チ
ー
ム
医
療
の
目
標
を
明
確
に
し
て
、他

職
種
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
団
結
し
て

取
り
組
み
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、対
象
者
を
中
心
と
し
て
治
療
に

関
わ
る
全
て
の
職
種
の
人
た
ち
の
間
に
は
、

緻
密
な
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の

連
携
内
容
は
、情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
、報

告
・
連
絡
・
相
談
だ
け
で
な
く
、真
の
協
働

つ
ま
り
チ
ー
ム
医
療
が
求
め
ら
れ
、こ
の
た

め
に
は
、相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る
建
学
の

精
神
の
1
つ
で
あ
る「
親
和
力
」を
身
に
つ

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
能
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、本
学
で
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
る「
行
事
教
育
」を
通
し
て
、

修
得
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
倉
南
区
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、毎
年
文
化

の
日
に
行
わ
れ
て
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
大
学
祭
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。大
学

祭
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
ら
し

い
企
画
も
あ
り
、小
規
模
な
が
ら
も
盛
り

医
療
従
事
者
が
互
い
に
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
、真
の
チ
ー
ム
医
療

を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、各
専

門
職
が
豊
富
な
知
識
と
高
い
技

術
力
を
駆
使
す
る
だ
け
で
な
く
、

他
職
種
の
業
務
内
容
を
き
ち
ん

と
理
解
し
た
う
え
で
、互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
医
療
行
為
を
実

行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、理
学
療
法
士
が
対
象

者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、安
全

で
効
率
よ
い
立
ち
上
が
り
の
方
法
を
指
導

し
て
も
、病
棟
や
家
庭
内
な
ど
の
生
活
場

面
で
同
じ
よ
う
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、看

護
師
や
介
護
福
祉
士
の
理
解
と
協
力
が
必

要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。ま
た
、車
椅
子
か

ら
ト
イ
レ
へ
の
移
乗
動
作
な
ど
の
生
活
場

面
に
お
い
て
、対
象
者
が
実
際
に
困
っ
て
い

る
動
作
な
ど
を
詳
細
に
わ
か
っ
て
い
な
い
と

効
果
的
な
理
学
療
法
ア
プ
ロ
ー
チ
は
で
き

ま
せ
ん
。つ
ま
り
、効
率
的
な
立
ち
上
が
り

方
法
と
そ
の
介
助
方
法
や
生
活
場
面
で
の

活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、3
つ
の
専
門
職

が
共
通
認
識
し
て
お
か
な
い
と
効
果
的
な

チ
ー
ム
医
療
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。医

療
現
場
で
は
、対
象
者
の
問
題
点
や

上
が
っ
て
い
ま
す
。例
年
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
2
年
生
を
中
心
と
し
て
、夏

休
み
前
か
ら
準
備
に
取
り
か
か
り
、数
ヶ

月
か
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ

の
大
学
祭
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、学

友
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、各
企
画
の

リ
ー
ダ
ー
や
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し

て
、学
生
と
教
職
員
が
一
致
団
結
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。一
般
的
な
講
義
や
演
習
な

ど
の「
教
科
教
育
」の
中
で
は
、経
験
す
る

こ
と
の
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。大
学
祭
の
実
行
委
員
は
有
志
で
あ
り
、

自
ら
大
変
な
役
目
を
担
い
つ
つ
、縁
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
尽
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。で
も
、そ
の
中
で
培
っ
た
能
力
は
生
涯

に
わ
た
り
役
立
つ
こ
と
に
な
り
、か
け
が
え

の
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
の
葛
原
の
地
で
、約
40
年
前
に
理
学

療
法
士
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
同
じ
道

を
歩
い
た
先
輩
と
し
て
、４
年
間
の
大
学

生
活
を
悔
い
の
無
い
よ
う
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
過
ご
し
た
友

人
は
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
り
ま
す
。

学
生
間
で
切
磋
琢
磨
し
て
、で
き
る
だ
け

心
に
残
る
思
い
出
を
作
っ
て
、こ
の
葛
原
の

地
を
胸
を
張
っ
て
巣
立
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。期
待
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
い
て

真
の
チ
ー
ム
医
療
を
築
け
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

石　橋　敏　郎
ISHIBASHI TOSHIRO

リハビリテーション学部長・学生部長
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理学療法学科 Department of Physical Therapy

令
和
8
年
度
、理
学
療
法
学
科
は
83
名

の
入
学
生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。理
学
療
法
士
へ
の
憧
れ
を
持
っ
て
入

学
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
共
に
夢
を
叶
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、理
学
療
法
学
科
で
は
建
学
の
精
神

「
筑
紫
の
心
」に
あ
り
ま
す
４
つ
の
心（
勇

気
・
親
和
・
愛
・
知
性
）を
入
学
か
ら
卒
業

ま
で（
あ
る
い
は
そ
の
先
を
見
据
え
て
）段

階
的
か
つ
拡
張
的
に
涵
養
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
１
年
次
で
は
、お
互
い
の
個

性
を
尊
重
し
支
え
合
う
力
と
し
て
の
親
和

力
、新
し
い
学
修
に
挑
む
強
い
覚
悟
、勇
気

を
持
っ
て
取
り
組
む
力
を
養
い
ま
す
。学
生

に
は「
本
学
が
専
門
的
知
識
と
技
術
を
学

ぶ
場
所
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

示
し
、学
生
の
環
境
適
応
力
を
刺
激
し
て

い
ま
す
。２
年
次
で
は
、医
学
系
科
目
の
情

す
。無
論
、１
年
次
か
ら
の
計
画
的
な
取
り

組
み
を
実
行
し
、振
り
返
り
や
修
正
を
し

な
が
ら
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（Plan

・Do

・Check

・

A
ct

）サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
教
職
員
の

団
結
力
は
当
然
の
こ
と
、学
生
自
身
の
努

力
と
ご
家
族
の
ご
協
力
も
無
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
に
貢
献

す
る
立
派
な
理
学
療
法
士
を
輩
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
お
力
添
え
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

報
量
が
多
く
な
り
ま
す
。よ
っ
て
、

理
解
度
を
維
持
す
る
に
は
１
年

次
か
ら
の
学
修
習
慣
、継
続
力

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。１
年

次
の
親
和
力
と
勇
気
を
も
っ
て

２
年
次
の
難
関
を
突
破
し
、自

信
を
つ
け
て
３
年
次
の
学
修
や

臨
床
実
習
に
向
か
い
ま
す
。３
・

４
年
次
の
臨
床
実
習
に
備
え
た

学
内
教
育
で
は
、客
観
的
臨
床
能
力
試
験

（
通
称
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）や
学
力
確
認
試
験
を

行
い
な
が
ら
実
習
前
の
基
礎
を
築
い
て
い

き
ま
す
。３
年
次
は
２
日
間
の
見
学
実
習
、

４
週
間
の
評
価
実
習
、７
週
間
の
総
合
実

習
を
経
て
４
年
次
へ
進
み
ま
す
。４
年
次
で

は
、さ
ら
に
７
週
間
の
総
合
実
習
と
地
域

医
療
を
学
ぶ
実
習
を
経
験
し
ま
す
。そ
の

後
、国
家
試
験
勉
強
と
並
行
し
て
就
職
活

動
を
行
い
ま
す
。４
年
次
は
体
感
的
に
あ
っ

と
い
う
間
の
１
年
だ
と
思
い
ま
す
。

学
科
の
４
年
間
の
取
り
組
み
を
ア
セ
ス

メ
ン
ト（
分
析
評
価
）す
る
な
ら
ば
、国
家

試
験
の
合
格
率
や
就
職
率
、そ
し
て
卒
業

生
の
満
足
度
が
評
価
結
果
と
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
学
生
が
第
一
希
望
の
就
職
先
に
勤

め
て
い
る
こ
と
等
を
鑑
み
れ
ば
４
つ
の
心

が
涵
養
さ
れ
た
証
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

理
学
療
法
学
科
の
４
年
間
教
育
を
支
え
る
多
く
の
ち
か
ら

廣　滋　恵　一
HIROSHIGE KEIICHI

理学療法学科長

国家試験合格は大きな目標の通過点　　
理学療法士として働くためには国家資格の取得が不可

欠です。本学科では国家試験合格はもとより、高度な知識
技能と科学者としての目を持った専門家として障害に苦し
む方々を支えられる人材育成を大きな目標としています。

その意味で理学療法士は、生涯が勉強の連続。まずは、
「四つの心の芽を育てよう！」これは本学理学療法学科の
合言葉です。

人間性豊かな専門家を育てるためのカリキュラム　　
実際のカリキュラムでは、入学直後の早朝から専門基礎科目として解剖学

や生理学などを、専門科目として評価学や運動療法などを学びます。また、学
外から各分野のスペシャリストを講師として招き、医療全般の実務に関わる内
容が講義されます。

落ちついた教育環境とリハビリテーション発祥の地で、医療人としての自覚
を促すカリキュラムが展開されます。また、社会人としての基本的マナーなど、
医療人としての基本的な教育も、教室の内外を問わず実践します。人間性豊
かな専門家を育て上げることこそ、本学科の大きな目標です。

理学療法（Physical Therapy:PT）とは
理学療法（Physical Therapy:PT）とは、交通事故やスポーツ障害、生活習慣病や高齢化、小児疾患など身体が不自由になった

方々に対し、心身の両面から機能回復・維持をはかる医療です。身体機能・心理面・リスクなど、個々の状態を科学的にとらえ、適切な
治療方法や目標を設定することで治療を進めます。人の立つ・歩く・座るといった動きやその機能を医学的に分析・考察し、運動を治
療の手段として活用する高度な医療技術のひとつです。

本学合格率

98.7%

第61回 理学療法士国家試験

・園芸療法士取得 ………………… 令和7年度卒 7名
・パラスポーツ指導員（初級）…… 令和7年度卒 52名

76名合格／77名受験

リハビリテーション学部
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こ
の
春
、
本
学
科
を
卒
業
し
た
15
名
全

員
が
国
家
試
験
に
合
格
し
、
合
格
率
100
％

を
達
成
し
ま
し
た
。
全
国
平
均
を
上
回
る

こ
の
成
果
は
、
一
人
ひ
と
り
の
真
摯
な
努

力
と
、
そ
れ
を
支
え
た
教
職
員
の
情
熱
の

結
晶
で
す
。
誇
り
を
胸
に
現
場
へ
出
た
卒

業
生
た
ち
を
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
続
け
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
28
名

の
新
入
生
と
い
う
新
し
い
家
族
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学

科
は
教
員
と
学
生
の
距
離
が
近
く
、
対
話

を
大
切
に
す
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
安
心

し
て
学
び
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
歩
む
道
は
、
人
々
の

人
生
に
深
く
関
わ
る
、
責
任
と
喜
び
に
満

ち
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

る
視
野
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
あ

な
た
が
誰
か
の
力
に
な
り
た
い
と
願
う
と

き
、
そ
の
手
と
心
こ
そ
が
、
最
高
の
治
療

手
段
と
な
り
ま
す
。
実
践
的
な
ス
キ
ル
と

共
に
、
相
手
の
痛
み
に
寄
り
添
え
る
豊
か

な
感
性
を
、
こ
の
４
年
間
で
養
っ
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
作
業
療
法
の
あ
り
方
を
探
究
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

本
学
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
が
新
設
さ
れ
た
よ

う
に
、
近
年
で
は
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
が

私
た
ち
の
生
活
や
医
療
に
、
よ

り
身
近
な
も
の
と
し
て
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
作
業
療
法
士
は
、

こ
う
し
た
科
学
技
術
の
進
展
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
高

度
な
判
断
や
役
割
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
今
、
そ
の
新

し
い
活
用
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
最

中
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
一
つ
確
か
な
の
は
、

作
業
療
法
は
人
間
の
感
情
を
扱
う
仕
事
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
機
械
的
な
デ
ー
タ
処

理
で
は
測
れ
な
い
、
言
葉
の
持
つ
重
み
や
、

相
手
の
表
情
の
曇
り
、
声
の
震
え
が
持
つ

意
味
を
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の

彩
り
や
心
の
機
微
を
汲
み
取
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
同
じ
喜
び
や
悲
し
み
を
知
る
人
間

に
し
か
で
き
な
い
、
尊
い
技
術
で
す
。

本
学
科
は
リ
ハ
の
番
人
と
い
う
理
念
の

も
と
国
際
水
準
の
教
育
（
Ｗ
Ｆ
Ｏ
Ｔ
認

可
）
を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。
確
か

な
知
識
と
技
術
を
基
礎
と
し
、
そ
の
上

で
、
変
化
す
る
社
会
に
柔
軟
に
対
応
で
き

伝
統
と
挑
戦

四　元　孝　道
TAKAMICHI YOTSUMOTO

作業療法学科長

15名合格／15名受験

本学合格率

100%

第61回 作業療法士国家試験

・園芸療法士取得 …………………… 令和7年度卒 7名
・パラスポーツ指導員（初級）……… 令和7年度卒 14名

コミュニケーションの力を培う　　
効果的な治療を実現するためには、障害に苦しむ方はもち

ろん、ほかのスタッフたちとのコミュニケーションが重要です。
本科のカリキュラムではゼミナール形式のグループワークをふ
んだんに取り入れることで、専門知識を深めるとともにコミュ
ニケーション能力を身につける機会を設けています。個性を認
め大切にするのがリハビリテーションの基本です。相手の意見
を聞き、自分の意見を伝える力を培います。

真の医療人を目指す道は平坦ではない　　
入学早期から実習を通して医療の現場にふれるほか、各界の講師を招き、

幅広い内容の授業を行うなど、医療人としての確かな知識、技能、自覚を持
つための授業を幅広く展開しています。教室は、生涯を通じて優れた医療人
であるための基礎を徹底的に身につける場です。本学を卒業すれば、みなさ
んは学生ではなく一人の医療人。私たち教員にとっても同じ医療に携わる
仲間になります。そんな想いで指導しますから、中途半端は決して許されま
せん。医療人として真に優れた作業療法士を目指してください。

作業療法（Occupational Therapy:OT）とは

作業療法とは、様々な要因により日々の生活行為に困難を抱える人々に対し、その人にとって価値のある「作業」（日常生活
活動、仕事、趣味等）に焦点を当てた治療・指導・援助です。

心身の機能回復や維持、（再）作業獲得、活動しやすい環境を整えることで、その人らしい健康で幸福な生活の実現を保健・
医療・福祉・教育・就労等の幅広い領域で支援します。

作業療法学科 Department of Occupational Therapy
リハビリテーション学部
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令和7年度 九州栄養福祉大学 食物栄養学部就職状況報告

就
職
指
導
課
長

松

成
　
　
　
翔

本
年
度
も
就
職
を
希
望
す
る
全
て
の
卒
業
生
が
進
路
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
同
様
に
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
、
委
託
給
食
事
業
者
な
ど
を
筆
頭
に
、
専
門
性
を
発
揮
で
き

る
業
種
が
進
路
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
難
関
と
さ
れ

る
公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
、
専
門
職
一
般
職
双
方
で
合
格
者

を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
績
は
、
卒
業

生
各
自
が
学
業
と
就
職
活
動
の
両
立
に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
に
加
え
て
、
ゼ
ミ
担
当
や
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
方
と

就
職
指
導
課
と
の
教
職
協
働
が
機
能
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
学
の
教
職
員
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と
将
来
に
つ
い
て
の

悩
み
や
相
談
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
指

導
課
で
は
多
様
化
す
る
学
生
か
ら
の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、
年

間
を
通
じ
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

学
内
個
別
企
業
説
明
会
な
ど
就
職
支
援
に
係
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
従
事
す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た

情
報
発
信
の
最
適
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
併
せ
て
個
別

の
学
生
相
談
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
本
人
の
希
望
や
個
性
の
把

握
に
も
努
め
、
公
平
か
つ
有
益
な
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
建
学
の
精
神
、「
筑
紫
の
心
」
に
あ
る
勇
気
・
親
和
・

愛
・
知
性
を
涵
養
す
る
人
格
教
育
を
経
験
し
た
卒
業
生
諸
君
が
、

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
も
課
せ
ら
れ
た
職
責
と
誠
実
に
向

き
合
い
、
そ
し
て
専
門
性
を
活
か
し
地
域
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
人
材
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
部

公務員 専門職 愛媛県職員、北九州市教育委員会、福岡市教育委員会、山口
県立宮野小学校

医療　
機関
・

一般
企業

専門職

（有）たまち調剤薬局、（医）ひがしだクリニック、（医）ひのき会 
介護老人保健施設ひのき、（医）福岡輝生会 大牟田中央病院、

（医）古川歯科クリニック、（医）森和会 行橋中央病院、（医）
輝栄会 福岡輝栄会病院、（医）九州惠会 上田歯科医院、（医）
聖峰会 田主丸中央病院、（医社）廣徳会 岡部病院、（医社）
松和会 門司松ヶ江病院、（医社）千恵会 都立家政南口歯科、

（一財）平成紫川会 小倉記念病院、（一社）朝倉医師会 朝
倉医師会病院、（学）久留米大学 久留米大学病院、（学）東筑
紫学園 東筑紫短期大学、（学）福岡大学 福岡大学筑紫病院、

（株）LEOC、（株）グリーンハウス、（株）コスモス薬局、（株）
サンキュードラッグ、（株）サンドラッグ、（株）デリカフレンズ、

（株）東洋食品、（株）ドラッグストアモリ、（株）フィロス ゆめ
の樹保育園 しんこいわ、（株）ポピンズエデュケア、（株）マツモ
トキヨシ九州販売、（株）ミズ 溝上薬局、（株）芳野ケアサポー
ト、（公財）健和会、（社医）北九州病院 北九州古賀病院、（社
医）北九州病院 北九州小倉病院、（社医）北九州病院 北九
州総合病院、（社医）北九州病院 北九州湯川病院、（社医）北
九州病院 北九州若杉病院、（社医）共愛会 戸畑リハビリテー
ション病院、（社医）松涛会 安岡病院、（社医）陽明会 小波瀬
病院、（社医財）池友会 福岡和白病院、（社医財）池友会 新
行橋病院、（社福）孝徳会 特別養護老人ホーム サポートセン
ター門司、（社福）仁愛会 仁愛保育園、（社福）筑前会 特別養
護老人ホーム遠賀園、（社福）仁徳会 竪粕保育園、（社福）年
長者の里 特別養護老人ホーム大蔵園、（社福）直方中央福
祉会 直方中央保育園、（社福）光の子会 児童養護施設 光の
子学園、（社福）真祐会 認定こども園 リアンたかのす保育園、

（独）地域医療推進機構 九州事業所 九州病院、（医）鉄蕉会 
亀田メディカルセンター（亀田総合病院・亀田クリニック 他）、

（医）徳洲会 東京西徳洲会病院、（医）美咲会 はかたの森歯
科こども歯科、（医社）翔舞会 エムズ歯科クリニック、一冨士
フードサービス 株式会社、エームサービス株式会社、（社医）
製鉄記念八幡病院、日清医療食品株式会社、富士産業株式
会社、メフォスグループ、淀川食品（株）、株式会社 EPLink、国
家公務員共済組合連合会 新別府病院、国際医療福祉大学・
高邦会グループ 福岡中央病院

一般職

（学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学、（株）BPM、（株）サンデ
リカ、（株）トーホー、（株）ナフコ、（公）九州歯科大学、北九州
市職員、タイドマーク、トヨタカローラ福岡株式会社 北九州本
店、中川食品株式会社、中津市職員、日鉄エンジニアリング株
式会社 北九州技術センター、プライムデリカ株式会社、ベスト
アメニティ株式会社、日本マクドナルドホールディングス株式
会社

※略称表記について
（独）＝独立行政法人、（地独）＝地方独立行政法人、（国大）＝国立大学法人、（学）＝学校法人、
（医）＝医療法人、（医社）＝医療法人社団、（社医）＝社会医療法人、（社福）＝社会福祉法人、
（社医財）＝社会医療法人財団、（公財）＝公益財団法人、（一財）＝一般財団法人、
（一社）＝一般社団法人、（株）＝株式会社、（有）＝有限会社

食物栄養学科
専門職 83%一般職 17%

就職率

100%

医療（病院等）

    38%

施設
6%委託給食

10%

教育機関（専門職）
公務員（講師）

【令和8年3月卒業生実績】

就職希望者数 100名
就職者数　　 100名

2%

2%
2%

5%
公務員（専門職）

一般企業（一般職）
教育機関（一般職）
公務員（一般職）

一般企業
（管理栄養士・栄養士）

1 %

保育園・
認定こども園

7%

13%

14%

支援スケジュール（食物栄養学部）

4月
●就職オリエンテーション/3年（SPI・GET検査）

/3・4年（就職支援内容・スタッフの紹介、就職活動の進め方、自己分析方法、
履歴書の作成についてなど）

5月
●就職対策特別講座/2・3・4年（外部講師などによる筆記・SPI〔適性検査〕・

面接の対策講座）
●マナー講座/4年（外部講師による特別講座）

7月 ●マナー講座/3年（外部講師による特別講座）

9月 ●学内就職説明会/小倉南区キャンパス・４年（医療機関・施設・企業の採用担
当者などによる就職先情報の収集など）

10月
●公務員試験対策講座/3年、10月頃～翌年3月（外部講師による公務員受験

指導などの対策講座）※例：外部講師によるライブ配信とアーカイブ視聴の
ハイブリッド型

1月 ●就職ガイダンス/3年（就職活動を終えた4年生から就職活動のスケジュール
や対策方法、在学生に向けたアドバイス・メッセージなど）

※小倉北区キャンパスでは、年間を通じて企業・各種法人からの要請に応じた「個別説明
会」を開催しています。



公務員 山口県防府市役所、下関市立市民病院

医療　
機関
・

一般
企業

専門職

【関東エリア】 タムスグループ、慶友整形外科病院・クリ
ニック、TMGあさか医療センター

【中国・四国エリア】 茜会、山口県済生会下関総合病院、
光風園病院、こころの医療センター、マッターホルンリハビ
リテーション病院

【福岡県内】 北九州病院グループ（北九州宗像中央病院
等）、陽明会、産業医科大学病院、共愛会、飯塚病院、久留
米リハビリテーション病院、頴田病院、霧ヶ丘つだ病院、
宗像水光会総合病院、たなか整形外科、戸畑総合病院、
しもそね整形外科・骨粗しょう症クリニック、新生会病院、
清家渉クリニック、福岡みらい病院、田原整形外科、桜十
字福岡病院、桜会、甘木中央病院、萩原中央病院、久恒病
院、おかがき病院、稲築病院、直方病院、青洲会病院、聖マ
リア病院、飯塚嘉穂病院、孝徳会、田川新生病院北九州市
立病院機構、門司病院、長尾病院、東筑病院、博愛苑リハ
ビリテーションセンター、済生会八幡総合病院、八幡厚生
病院社会福祉法人北九州市福祉事業団、芦屋中央病院、
聖ヨゼフ園、貝塚病院、くらて病院、まつもと整形外科、芳
野病院、桜クリニック

【九州エリア】 佐藤第一病院、別府リハビリテーションセ
ンター、大場整形外科、国東市民病院、大分岡病院、大分
赤十字病院長崎北病院、ちゅうざん病院

一般職 中津市役所、株式会社サカイ引越センター
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就職活動状況（2026年3月卒業生アンケートより）
＊第1希望内定率
　理学療法学科：89.9% 作業療法学科：73.3%

＊受験1社目内定率
　両学科共通：　87.5% （平均受験社数：1.1社）

＊福岡県内就職率　
　理学療法学科：77.9%（77名中60名（県外17名））

　作業療法学科：62.5%（ 15名中10名（県外 5 名））

＊北九州市内就職率
　理学療法学科：39.0%（77名中30名）

　作業療法学科：37.5%（  1 5名中 6 名）

就
職
指
導
室
長

室

井

廣

大

令
和
７
年
度
は
、両
学
科
と
も
に
卒
業
生
全
員
が
就
職
決
定
し

実
就
職
率
100
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。就
職
活
動
で
は
、九
州
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
時
代
か
ら
長
き
に
わ
た
り
お
力
添
え
を

い
た
だ
い
て
い
る
病
院
・
施
設
様
と
の
関
係
性
に
感
謝
す
る
こ
と

が
多
く
、養
成
校
と
し
て
設
立
60
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
学
校
ゆ

え
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
ま
す
。

そ
う
し
た
支
援
体
制
を
背
景
に
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
第
一
歩

と
し
て
就
職
活
動
に
真
摯
に
取
り
組
ん
だ
第
12
期
生
の
努
力
と

成
長
に
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。計
10
数
回
に
わ
た
る
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は「
就
活
を
通
し
て
人
間
性（
４
つ
の
心
）を
高
め
よ

う
」を
テ
ー
マ
に
医
療
人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
、本
学
学
生
と
し

て
の
在
り
方
な
ど
も
伝
え
て
参
り
ま
し
た
。学
内
で
の
個
別
支
援

体
制
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
、や
や
受
け
身
に
な
り
が
ち
な
学
生

も
お
り
ま
す
が
、そ
う
し
た
場
合
は
あ
る
意
味
厳
し
さ
を
も
っ
て
突

き
放
し
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
、職
業
観
を
考
え
る
時
間
を
与
え
ま
す
。

我
々
が
就
職
後
も
近
く
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
良
い
で
す
が
、現
実

に
は
そ
う
は
で
き
な
い
の
で
や
は
り
自
分
の
意
志
で
就
職
先
を
決

め
、試
験
を
受
け
、内
定
を
勝
ち
取
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
し

て
自
分
の
足
で
立
つ
こ
と
を
実
感
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
答
え
を
求
め
る
世
代
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、12
期
生
の

就
職
活
動
で
は
、92
名
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
状
況
を
分
析
、判
断

し
、意
思
決
定
を
行
い
、実
行
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ

ル
ー
プ
で
主
体
的
に
行
動
で
き
た
こ
と
が
実
就
職
率
100
％
と
い
う

結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

変
化
の
激
し
い
時
代
で
も
、人
へ
の
想
い
や
、医
療
人
と
し
て
の
倫
理

観
は
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
養
成
校

と
し
て
脈
々
と
繋
が
っ
て
き
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
イ
ン
ド
を
今
後

も
就
職
支
援
、学
生
教
育
を
通
じ
て
教
職
員
一
丸
で
伝
え
て
参
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

理学療法学科（卒業生77名中77名就職）

作業療法学科（卒業生15名中15名就職）

専門職 97.4%一般職 2.6%

就職率

100%

【令和8年3月卒業生実績】

【令和8年3月卒業生実績】

専門職 100%

就職率

100%
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令和7年度 九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部就職状況報告
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保育学科 Preschool Education Department

家
庭
環
境
や
地
域
社
会
の
変
容
が
進
む
中
、

幼
児
教
育
・
保
育
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。本
学
保
育
学
科
は「
筑
紫
の

心
を
も
ち
、豊
か
な
人
間
性
と
確
か
な
専
門
性

を
兼
ね
備
え
、社
会
に
貢
献
で
き
る
実
践
力
の

あ
る
保
育
者
の
養
成
」を
掲
げ
、日
々
学
生
た

ち
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
教

育
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
成

長
を
教
職
員
全
員
で
見
守
る「
き
め
細
か
な
支

援
」と
、教
育
・
保
育
の
現
場
を
感
じ
る「
実
践

的
な
学
び
」で
す
。

本
学
科
の
学
び
の
大
き
な
特
色
は
、学
内
で

の
講
義
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
角
的
な
体
験
に
あ

り
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
認
定
こ
ど
も
園

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
と
の
緊
密
な

連
携
に
よ
り
、学
生
は
日
常
的
に
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
い
、保
育
の
喜
び
と
責
任
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、学
生
が
主
体
と

な
っ
て
企
画
・
運
営
す
る
地
域
の
子
育
て
支
援

活
動
で
は
、未
就
園
児
や
保
護
者
の
皆
様

と
の
交
流
を
通
じ
、教
科
書
だ
け
で
は
学

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
」を
育
み
ま
す
。こ
う
し
た
経
験
は
、

卒
業
後
に
現
場
へ
出
た
際
、確
か
な
自
信

と
な
っ
て
学
生
を
支
え
ま
す
。

実
習
現
場
に
お
け
る
実
習
記
録
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
情
報
機
器
活
用

の
推
進
や
、自
ら
課
題
を
見
つ
け
解
決
す
る
力

を
養
う
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
を
展

開
す
る
な
ど
、時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
学
び

の
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、保
育
学
科
の
二
年
間
で
培
っ
た
保
育

の
専
門
性
を
土
台
に
、さ
ら
に
一
年
間
専
攻
科

（
介
護
福
祉
専
攻
）で
学
ぶ
こ
と
で
、幼
稚
園

教
諭
二
種
免
許
状
・
保
育
士
資
格
・
介
護
福
祉

士
資
格
の
免
許
・
資
格
を
も
つ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
目
指
す
道
も
拓
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
東
筑

紫
短
期
大
学
で
の
三
年
間
」と
い
う
選
択
肢
は
、

地
域
社
会
を
支
え
る
専
門
職
と
し
て
の
歩
み

と
な
る
で
し
ょ
う
。

歴
史
と
伝
統
を
守
り
つ
つ
、常
に
新
し
い
時

代
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
本
学
で
、子
ど
も

た
ち
の
未
来
、そ
し
て
あ
な
た
自
身
の
未
来
を

創
造
し
て
み
ま
せ
ん
か
。地
域
に
根
差
し
、信
頼

さ
れ
る
保
育
者
へ
の
一
歩
を
、ぜ
ひ
東
筑
紫
短

期
大
学
か
ら
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
に
根
差
し
、信
頼
さ
れ
る
保
育
者
を

目
指
し
て

笹　部　聡　子
SASABE SATOKO

保育学科長

夢は社会に必要とされる専門性豊かな保育者
憧れの「幼稚園教諭」や「保育士」に…　　

本学科はこれからのニーズに合った社会に必要とされる保育者を養成す
る学科です。その夢を叶えるために、建学の精神「筑紫の心」を基本にし
ながら、いくつかの特色を構築しています。その一つとして、キャンパス
内にある附属幼稚園との連携を深めて、1年次から観察実習や附属幼稚園
での「環境」等の授業を実施しています。また、保育者としての学生の資
質向上や専門性を深めるために、学生が自主的に地域の保育現場に出かけ
る取り組みを行っています。さらに、実習前の学生の不安を少しでも解消
するために、教材研究や指導案の作成など、一人ひとりに寄り添ったきめ
細やかな指導を行っています。

幼稚園や保育所（園）、施設での実習を体験した学生は、「無邪気な笑顔
がかわいい」「実習を通して学ぶことが多かった」「早く保育者になりた
い！！」など、保育者としてのやりがいを感じ意欲を高めています。

専攻科（1年間）で学び介護福祉士も取得　　

本学には、保育士資格に重ねて、1年間で介護福祉士資格（国
家資格）取得を目指す養成課程「専攻科（介護福祉専攻）」の
コースが設置されています。保育学科と専攻科の3年間を通して
養われる広い視野と対人援助の知識・技術・職業意識は、様々
な課題が山積する現在の少子高齢社会において求められる専門
性です。保育学科での学びを根幹に、人の尊厳を支える倫理観
や医療的ケア・介護技術の実践力は地域社会から高い評価を得
ており、卒業生は、保育、障害児・者支援や高齢者ケアの広い
分野で活躍しています。両分野の強みを多方面で活かし、将来、
転職やキャリアアップにも有利となることでしょう。

専攻科 P22

保育学科 免許・資格取得者数令和8年3月卒業生 卒業生 80名

●幼稚園教諭二種免許状 ……… 取得者数   75名
（取得率93.8％）

●保育士資格 …………………… 取得者数 80名
（取得率100％）

●レクリエーション・インストラクター資格 … 取得者数 10名

●認定ベビーシッター資格 ………………… 取得者数 41名

●こども音楽療育士資格 …………………… 取得者数  8名
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食物栄養学科 Food and Nutrition Department

・栄養士　
・栄養教諭二種免許状
・医療秘書実務士　
・フードスペシャリスト
・美容栄養学専門士
・食品安全検定
・日商PC検定（文書作成）

栄養士として、病院や小学校、さらに企業の社員食堂の調理担当、保
育所や老人保健施設・特別養護老人ホームでの献立作成など、広範
囲な食に関わる職場で能力を発揮することができます。
また、病院・医院で医療事務スタッフとしての仕事と栄養管理・栄養指
導の役割を兼ねれば、専門職としての高い評価を受けることでしょう。
加えて、美容業界での新しい栄養士の役割として「美容サロン」

「フィットネスジム」「化粧品販売アドバイザー」など、幅広い分野で
活躍することができます。

目標とする免許・資格 将来の職場

こ
の
春
、東
筑
紫
短
期
大
学
食
物
栄
養
学
科

は
、50
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。社
会
で
貢

献
で
き
る
栄
養
士
を
目
指
し
、志
し
を
高
く
持
っ

た
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
科
は
１
９
５
８
年
に
新
設
さ
れ

長
い
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、北
九
州

市
内
で
唯
一
の
栄
養
士
養
成
短
期
大
学
と
し
て
、

実
践
的
な
栄
養
士
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。卒
業
生
の
多
く
が「
食
」で
人
を
支

え
る
担
い
手
と
し
て
社
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
学
科
は
教
育
目
標
と
し
て
、「
顕
在
化
す
る

様
々
な
問
題
に
実
践
躬
行
し
て
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
る
人
材
の
育
成
」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。こ
の

理
念
の
も
と
、社
会
の
変
化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、「
新
し
い
栄
養
士
の
役
割
」の
創
出

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
一
環
と
し
て
、令
和

８
年
度
よ
り
新
た
な
資
格
と
し
て「
美
容
栄
養
学

専
門
士
」を
導
入
し
ま
し
た
。こ
の「
美
容
栄
養
学

専
門
士
」と
は
美
容
に
特
化
し
た
栄
養
学
の
専
門

家
の
こ
と
で
す
。栄
養
士
と
い
う
と
保
育
園
、病
院

や
学
校
な
ど
の
給
食
施
設
で
献
立
作
成
や
調
理

を
担
当
す
る
お
仕
事
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、実
は
美
容
業
界
で
も
需
要
が

高
い
職
種
だ
と
言
え
ま
す
。摂
取
し
た
食
べ
物
に
よ

り
、身
体
の
中
か
ら
キ
レ
イ
を
つ
く
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
人
材
を
育
成
し
、健
康
づ
く
り
の
観
点
か

ら
人
の
美
を
考
え
る
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。現
時
点（
２
０
２
６
年
）で
は
美
容
栄
養

学
専
門
士
の
資
格
取
得
が
可
能
な
大
学
・
短
期
大

学
は
、本
学
本
学
科
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
、食
の
提
案
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、新
し
い
栄
養
士
の
役
割
と
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、学
校
教
員
で
あ
る「
栄
養
教
諭
二
種
免

許
」、医
療
事
務
関
係
の「
医
療
秘
書
実
務
士
」や

食
関
係
分
野
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る「
フ
ー
ド
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
」な
ど
、自
分
が
学
び
た
い
分

野
を
選
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。栄
養
士
に

と
ど
ま
ら
な
い
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
の
資
格
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。新

し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、自
分
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
っ
て
下
さ
い
。私
た
ち
教
員
一
同
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
学
び
、充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
全
力
で
支
え
て
参

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
期
待
さ
れ
る

栄
養
士
の
新
し
い
活
躍
の
場
を
目
指
し
て

食物栄養学科 免許・資格取得者数令和8年3月卒業生 卒業生 40名

●フードスペシャリスト資格認定試験
               …………………… 合格者 7名／受験者 7名

●専門フードスペシャリスト ……………… 合格者 2名

●栄養士免許 …………………………… 取得者数 39名
（取得率97.5％）

●栄養教諭二種免許状 ………………… 取得者数 13名
●医療秘書実務士 ……………………… 取得者数 1 1名

小学校や病院などで臨機応変な実践力を　　

栄養士の免許取得のための実習は小学校での学校給食実習の他に
学生自身が自分の将来の就職先を考え、福祉施設・事業所や病院など
から選択して一週間の実習を体験します。たとえば、病院実習では患
者さんの年齢や症状に適した治療食の献立作成や食事指導の見学など、
実践の場での栄養士としての応用力を養います。

栄養と美容の知識をもった人材を育成　　

国家資格である「栄養士」は献立作成、栄養指導、大量調理が主な仕事であ
るとイメージされていますが、美容業界でも需要が高い職種だと言えます。
「美容栄養学専門士」の資格取得により、栄養と美容の両方の知識から新た

な流行やビジネスに携わることができます。このように、プラスαの資格を取
得し、目指すべき職業としての幅を更に広げることができます。

近　藤　順　子
KONDO JUNKO

食物栄養学科長
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日　時：令和8年4月17日(金)9時～16時
訪問先：医療法人真鶴会 小倉第一病院
活動内容

① 感染症予防に関する講話及び予防着の着脱、手
洗いチェック

② 多職種連携に関する各職種の業務内容及びチー
ムケアの講話、演習

　 臨床工学技士、管理栄養士、理学療法士、看護
師、介護福祉士等、各専門職の現場で説明を頂
き、演習に取り組んだ

③ 在職している卒業生との懇談
④ グループワーク、考察の発表

・入学直後の研修として、対人援助業務に必須とな
るリスクマネジメントと多職種連携の概念につい
て学び、また、人を支える専門職に従事するとい
う意識も深めることができた。今後の授業や介護
実習につながる、非常に有意義な研修であった。

活動報告 インターンシップ

専攻科 Postgraduate Course

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、介
護
福
祉
の
現
場
は
今
、大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。認
知
症
の
方
に
寄
り
添

う
ケ
ア
、在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
居
宅
サ
ー

ビ
ス
、多
職
種
が
連
携
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
な

ど
、現
場
が
求
め
る
役
割
は
ま
す
ま
す
多
様

化
し
て
い
ま
す
。専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）で

は
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
筑
紫
の
心
」を
礎
に
、

保
育
士
資
格
取
得
者
が
一
年
間
で
介
護
福
祉

士
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

専
門
的
な
知
識
と
社
会
性
を
兼
ね
備
え
、地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
邁
進

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、本
学
保
育
学
科
で
の
二
年
間
の
学
び

に
専
攻
科
の
一
年
間
を
プ
ラ
ス
し
た
、「
東
筑
紫

短
期
大
学
で
の
三
年
間
」も
魅
力
の
一つ
で
す
。

保
育
と
介
護
の
両
面
か
ら
、人
の
生
涯
に
わ
た

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
学

び
の
期
間
は
、学
生
自
身
の
可
能
性
を
大
き

く
育
む
時
間
と
な
り
ま
す
。

教
育
内
容
に
お
い
て
は
、理
論
と
実
践
を
繋

ぐ
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
重
視
し
て
い
ま

す
。講
義
・
演
習
・
実
習
を
有
機
的
に
連
動
さ

せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、近
年
の
現
場
ニ
ー
ズ

に
応
え
る「
介
護
Ｄ
Ｘ・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」を
積
極
的
に

導
入
し
て
い
ま
す
。ま
た
、国
家
試
験
合
格
に

向
け
て
、個
々
の
学
生
に
適
し
た
学
習
ス
タ
イ

ル
を
把
握
す
る
な
ど
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
学
生
に
寄
り
添
い
、手
厚
い
支
援
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、私
た
ち
が
最
も
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、技
術
の
先
に
あ
る「
心
」で
す
。専

門
職
で
あ
る
前
に
一
人
の
誠
実
な
社
会
人
で
あ

る
べ
く
、挨
拶
や
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
礼
節
を
日
々
の
教
育
で
徹
底
し
て
い

ま
す
。教
員
と
学
生
が
共
に「
お
掃
除
」に
励
む

伝
統
や
、地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
、相
手
の
痛
み
に
寄
り
添
い
、自
ら
動
く「
奉

仕
の
心
」を
育
み
ま
す
。本
学
専
攻
科
で
の
一
年

間
は
、社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
を
実
感

す
る
貴
重
な
時
間
と
な
る
は
ず
で
す
。

地
域
に
根
差
し
た
福
祉
の
未
来
を
共
に

創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。本
学
で
お
会
い
で
き
る

日
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
信
頼
さ
れ
、未
来
を
拓
く

               「
介
護
福
祉
士
」へ
の
道

笹　部　聡　子
SASABE SATOKO

専攻科（介護福祉専攻）長

・介護福祉士
・福祉住環境コーディネーター　2級・3級
（当検定試験のための対策授業があります）

・介護保険施設
・グループホーム、居宅サービス、病院
・障がい者（児）支援施設
・保育所、児童福祉施設
・幼稚園　など

目標とする免許・資格

将来の職場

[ 専攻科（介護福祉専攻）出願資格 ]
・保育士資格を取得している方
・2027年（3月）までに保育士資格を取得見込みの方

第38回
介護福祉士国家試験

本学合格率

100%
15名合格／15名受験
全国合格率平均 70.1%
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令和7年度 東筑紫短期大学 就職状況報告 

就
職
指
導
課
長

松

成
　
　
　
翔

本
学
で
は
、
設
置
す
る
各
学
科
・
専
攻
科
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
専
門
性
の
習
熟
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
筑
紫
の
心
」
に
あ
る

勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
の
四
領
域
の
調
和
・
統
合

を
目
標
と
し
た
人
格
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。本

年
度
に
お
い
て
も
希
望
す
る
全
て
の
卒
業
生
が

就
職
と
い
う
進
路
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
結
果
で
あ

る
と
同
時
に
、
各
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
方
と
就
職
指

導
課
が
緊
密
に
連
携
す
る
な
ど
、
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
支
援
す
る
教
職
協
働
の
成
果
で
あ
る
と
も
認

識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
指
導
課
で
は
多
様
化
す
る
学
生
か
ら

の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、
年
間
を
通
じ
て
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
内
個
別

企
業
説
明
会
な
ど
就
職
支
援
に
係
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
従
事
す
る
と
と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
活
用
し
た
情
報
発
信
の
最
適
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
個
別
の
学
生
相
談
に
も
柔
軟
に
対
応
し
本

人
の
希
望
や
個
性
の
把
握
に
も
努
め
る
と
と
も
に
、

既
卒
者
の
求
人
相
談
に
も
応
じ
る
な
ど
、
公
平
か
つ

有
益
な
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
も
、
卒
業
生
諸
君
が

本
学
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
豊
か
な
人
間
性
を
発
揮

し
地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
材
へ
と
飛
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

保育学科
全国的な少子化の中、専門職の強みを大いに発揮し高い就職率を上げることができました。これも偏に本学の教育にご理解を頂き、採用して頂いた
保育園、幼稚園、施設、企業の皆様のお蔭と弁え、ますます教育に力を入れていきたいと考えています。また、卒業生が様々な職場で活躍してくれ
ていることも、この結果に繋がっていることを理解し感謝致しております。こうした要因のある中、学生一人ひとりの地道な努力と本年の卒業生が
本学で学んだ専門知識・技術や経験を十分発揮し、社会貢献してくれることを切に祈っております。

専門職 95%

就職率

100%

保育園・
保育施設
  36%

幼稚園 
25%

認定こども園
        16%

【令和8年3月卒業生実績】
就職希望者数　 67名
就職者数　　　 67名

  13%
福祉施設

5%一般企業

5%
公務員
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令和8年度（社福）北九州市福祉事業団保育セミナー風景

公務員 北九州市職員〔保育士〕、
北九州市職員〔保育士〕（会計年度任用職員）※一時保護施設職員

医療　
機関
・

一般
企業

専門職

（学）あおば学園 認定こども園 あおば幼稚園、（学）いのうえ
学園 幼稚園型認定こども園 福岡いずみ幼稚園、（学）折尾愛
真学園 愛真幼稚園、（学）田中学園 認定こども園めぐみ幼稚
園、（学）ひかり学園 曽根ひかり幼稚園、（学）阿部学園 認定
こども園 桜ヶ丘幼稚園、（学）愛光学園 愛光幼稚園、（学）育
徳学園 フレンズ幼稚園、（学）恵光学園 くさみ幼稚園、（学）
黒田学園 きらきら星幼稚園（小さな星の保育園）、（学）黒木
学園 徳力団地幼稚園、（学）真観学園 上津役幼稚園、（学）
水巻学園 幼保連携型認定こども園 水巻幼稚園、（学）成松
学園 成松幼稚園、（学）川江学園 認定子ども園 お宮の里幼
稚園、（学）村端学園 志井幼稚園、（学）多聞学園 わしみね幼
稚園、（学）田渕学園 長行幼稚園、（学）百華学園 認定こども
園 精華幼稚園、（財）鉄道弘済会  門司保育所みどり園、（社
福）あさひ事業協会 あさひ保育園、（社福）いしみね保育園、

（社福）和泉会 認定こども園 太陽の森、（社福）カトリック事
業協会 小百合保育園、（社福）カリタスの園 天使育児園、（社
福）護法会 みのりこども園、（社福）シオンの丘 愛の園保育園

（小規模保育所こひつじ保育園）、（社福）次江 光明Kinder 
House、（社福）ひだまり会 かざぐるま保育園、（社福）愛育会 
あけぼの愛育保育園、（社福）戸ノ上福祉会 大川保育園、（社
福）宏隆会 日豊保育園、（社福）慈恵会 済美保育園、（社福）
杉の実福祉会 中央しおり保育園、（社福）洗心会  認定こど
も園　岩崎保育園、（社福）中部少年学院（なかべ学院）、（社
福）長門市社会福祉協議会 児童養護施設 俵山湯の家、（社
福）鳳雲会 北九州乳児院、（社福）北九州あゆみの会、（社福）
北九州市福祉事業団、（社福）北九州市保育事業協会、（社
福）北九州市門司民生事業協会 藤松保育園、（社福）北九州
市門司民生事業協会 児童養護施設 門司ヶ関学園、（社福）
明和会 キンダーポート保育園、（社福）緑風福祉会 大浜保育
園、（社福）長浜会 認定こども園 長浜保育園、（宗）善立寺 善
立寺保育園、（学）戸早学園 北九州保育福祉専門学校附属
苅田幼稚園、デコボコベース株式会社 放課後等デイサービ
ス ハッピーテラス黒崎教室

一般職 （株）エムプラス、コンストラクション合同会社、日研トータル
ソーシング株式会社 小倉事務所

進学 （学）東筑紫学園 東筑紫短期大学 専攻科（介護福祉専攻）
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食物栄養学科
食について専門性の高い教育を行い、人間にとって重要な食分野で社会的貢献のできる
人材の育成に力を入れています。そして社会人になるにあたり、資格を持つということは
単に就職という一時点の優位性だけではなく、生涯に及んでその人の人生を豊かで可能
性の高いものにしてくれると理解できるように教育を行っています。また、自分の将来性の
方向をその資格の範囲でしか見ず、針の穴から覗くような、狭い価値観で就職活動をする
ことにならないように、就職指導課では支援し、その結果、学生は社会性がありコミュニ
ケーション能力を兼ね備えた人材として多くの内定を勝ち取りました。

専門職 91%

就職率

100%
栄養士・調理職・栄養教諭
         85%

医療事務
  6 %

【令和8年3月卒業生実績】
就職希望者数　 33名
就職者数　　　 33名

3%一般職

6%公務員

専攻科
全員が介護福祉士の資格を取得し、希望の介護福祉関係の職場に就職することができました。
高齢化社会での福祉の担い手として活躍してくれることを楽しみに、今後も地道な教育を行い、
福祉の世界で社会的貢献のできる人材を育成して参ります。

進学・編入学など

就職率

100%
福祉施設
44%

認定こども園・幼稚園
 38%

その他（保育園・放課後等
デイサービス）

18%

【令和8年3月卒業生実績】

就職希望者数　 16名
就職者数　　　 16名

（学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学
　　　食物栄養学部 食物栄養学科 ............ ４名

（学）福原学園 九州女子大学
　　　家政学部 生活デザイン学科 ............. １名

（学）東筑紫学園 東筑紫短期大学
　　　専攻科（介護福祉専攻） ................ 11 名 

支援スケジュール
4月 ●就職オリエンテーション/2年（就職支援内容・スタッフの紹介）

5月 ●就職ガイダンス/2年（就職活動の進め方、自己分析方法・履歴書の作成について 等）
●個人面談/2年（希望する業種の確認、求人票の提示、応募書類の作成、面接練習 等）

6月
●卒業生の講演/2年（在学生に向けたアドバイス・社会人として働くうえで気を付けるべきこと 等）
●就職ガイダンス/2年（幼児教育・幼児保育関係団体と連携して開催）
●外来講師の講演/2年（幼児教育・幼児保育関係管理職者からの講演 等）

7月 ●就職ガイダンス/1年（就職支援内容・スタッフの紹介、過年度の求人件数・就職状況について 等）
●外来講師の講演/2年（就職活動の進め方、自己分析方法・履歴書の作成について 等）

9月 ●就職ガイダンス/2年（履歴書の作成・面接対策について 等）
●個人面談/2年（応募書類の作成・面接練習 等）

12月 ●卒業生の講演/2年（在学生に向けたアドバイス・社会人として働くうえで気を付けるべきこと 等）
●外来講師の講演/2年（食物栄養学科在学生へ向けてのマナー講座）

1月
●就職ガイダンス/1年（就職活動を終えた2年生から就職活動のスケジュールや対策方法、在学生

に向けたアドバイス・メッセージなど）
●業界・業種研究会 等/1年
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※略称表記について
（学）＝学校法人、（宗）＝宗教法人、（社福）＝社会福祉法人、（特社）＝特定社
会福祉法人、（医）＝医療法人、（医社）＝医療法人社団、（社医）＝社会医療法
人、（特医）＝特定医療法人、（公財）＝公益財団法人、（財法）＝財団法人、
（一財）＝一般財団法人、（一社）＝一般社団法人、（株）＝株式会社、
（有）＝有限会社

東筑紫短期大学
Higashichikushi Junior College

公務員 北九州市職員〔栄養教諭〕、国土交通省 中国地方整備局

医療　
機関
・

一般
企業

専門職

（医）smile design ひうら歯科クリニック、（医）ふらて会（西野病院・介
護老人保健施設やすらぎ・在宅支援センター）、（医）矯永会 ながやま矯
正歯科クリニック、（学）明佳学園 双葉中央こども園、（株）麻生 飯塚病院、

（株）ドラッグストアモリ、（社医法）北九州病院（北九州中央病院）、（社
福）江松会 認定こども園 花園保育園、（社福）カリタスの園 天使育児園、

（社福）北九州市門司民生事業協会 児童養護施設 門司ヶ関学園、（社
福）双葉会 児童養護施設双葉学園、（社福）同潤会 特別養護老人ホーム 
六角堂、（社福）マリアの園福祉会 船越保育所、（社福）菊陽会 さくら保
育所、（社福）宏隆会 日豊保育園、（社福）真祐会 白銀保育所、（社福）鎮
西別院福祉会 鎮西保育園、（社福）法楽荘 どんぐり保育園、（社福）豊徳
会、（特社）年長者の里、エームサービス株式会社、日本国民食株式会社、
メフォスグループ、下関アグリフードサービス 株式会社、富士産業 株式
会社

一般職 (株)サンリブ

進学 九州栄養福祉大学編入（進学）、（学）福原学園 九州女子大学 家政学部 栄養学科編
入学（進学）、（学）福原学園 九州女子大学 家政学部 生活デザイン学科編入学（進学）

医療　
機関
・

一般
企業

介護福祉士
（医）博愛会 介護老人保健施設 博愛苑、（社福）兼恵園 特別養護老
人ホーム シルバー・サン・ホーム、（社福）広寿会 足原のぞみ苑、（特
社）年長者の里

保育教諭 （社福）和泉会 認定こども園ときいろ 他、（社福）いわき福祉会（さん
ろくこどもえん 他）

保育士
（社福）春香会 熊西保育園、（株）ヒューマンミックスコミュニティ（放
課後等デイサービス Happiness kids）、（株）ワークワンズ（児童発
達支援・放課後等デイサービス　ブロッサムジュニア）

幼稚園教諭 （学）晴光学園 光沢寺中井幼稚園、（学）大浦学園 門司こばと幼稚園、
（学）本城学園 本城東幼稚園
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国際理解研修レポート　韓国・台湾（担当：竹並正宏）
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同 日

3/25 ㈬

国際理解研修レポート　アメリカ・フィリピン（担当：梅﨑義雄）
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令和7年度  北九州市との連携事業

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学のキャンパスで学ぶ
北九州市立年長者研修大学校周望学舎シニアカレッジ

開講式
オリエンテーション

フレイルって何 !?  健康寿命を延ばして元気に過ごそう！

吉田　遊子・ 神﨑　良子

生き生きとしたシニアライフを！
～免疫力を高める食事のポイント～

安倍　ちか

健康データから学ぶ
「予防医療とデータの力」

大庭　英樹

令和のこども事情
～「食生活」「心と体」「学力」は大丈夫？～

岡井　正義

元気に長生きするために 15
～歌と踊りと古典浪曲で楽しく学ぶ『長寿節』～

室井　廣一

指先を動かすことは、心と体にうれしい効果がたくさん！
～‘小物作り’を楽しんでみましょう～

廣藤　智之

あなたの脳はもっと輝く！
暮らしに役立つ認知機能アップ

四元　孝道

暮らしに役立つ
心のメンテナンス法

平澤　勉

心も体もウキウキ！リズムを打って
“楽しいボディパーカッション！”

山田　俊之

便利だけど落とし穴も？
シニアのための生成AI 活用術

萩原　勇人

レクリエーションで
リフレッシュ！

大橋　祐介

健やかなシニアライフのためにできること
～「食」からのアプローチ～

林田　智子

閉講式

１限 2限

受講者の声受講者の声
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2025

令和7年度  北九州市との連携事業

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学のキャンパスで学ぶ
北九州市立年長者研修大学校周望学舎シニアカレッジ

開講式
オリエンテーション

フレイルって何 !?  健康寿命を延ばして元気に過ごそう！

吉田　遊子・ 神﨑　良子

生き生きとしたシニアライフを！
～免疫力を高める食事のポイント～

安倍　ちか

健康データから学ぶ
「予防医療とデータの力」

大庭　英樹

令和のこども事情
～「食生活」「心と体」「学力」は大丈夫？～

岡井　正義

元気に長生きするために 15
～歌と踊りと古典浪曲で楽しく学ぶ『長寿節』～

室井　廣一

指先を動かすことは、心と体にうれしい効果がたくさん！
～‘小物作り’を楽しんでみましょう～

廣藤　智之

あなたの脳はもっと輝く！
暮らしに役立つ認知機能アップ

四元　孝道

暮らしに役立つ
心のメンテナンス法

平澤　勉

心も体もウキウキ！リズムを打って
“楽しいボディパーカッション！”

山田　俊之

便利だけど落とし穴も？
シニアのための生成AI 活用術

萩原　勇人

レクリエーションで
リフレッシュ！

大橋　祐介

健やかなシニアライフのためにできること
～「食」からのアプローチ～

林田　智子

閉講式

１限 2限

受講者の声

令和7年度 研究紀要

　　九州栄養福祉大学 第22号
● リハビリテーション学部における入学前教育の取り組みの検証（その2）................................ 石橋　敏郎・室井　廣大

● 作業療法は「私らしさ」を取り戻すためのリハビリテーション
　　─ 脳・身体・環境の相互作用の中に「私らしさ」がある ─ .............................................................................. 佐野　幹剛

● 乳幼児期の手と環境の相互作用における運動発達に関する一考察 ............................................................. 佐野　幹剛

● 後出しじゃんけん課題における反応抑制と認知的柔軟性
　　─ 反ステレオタイプ行動の認知的コストの予備的研究 ─ ..... 四元　孝道・久保　拓哉・平澤　勉・吉岡　奈々・松田　鶴夫

● Scale for Power of Total Vitalityの開発
　　～ 内容妥当性の検証 ～ ..................  青山　克実・石橋　敏郎・佐野　幹剛・廣滋　恵一・四元　孝道・平澤　勉・室井　廣大

● 日本における農福連携に関するスコーピングレビュー
　　～ 現状、課題、そして持続可能な共生社会への展望 ～ .................................................................. 吉岡　奈々・四元　孝道

● 個別学習とグループ学習に関するアンケート調査と学習効果の分析
............................................................................... 久保　拓哉・青山　克実・平澤　勉・吉岡　奈々・四元　孝道

● 年長者研修大学校参加者における認知機能特性
　　─ MoCA-JおよびTMT-Jを用いた横断的検討 ─ .................................... 久保　拓哉・吉岡　奈々・村田奈保子・四元　孝道

● MRデバイスを用いたマーカーレス計測による把持動作の運動学的分析の試み .... 久保　拓哉・坂本　憲太・四元　孝道

● 幸せについての一考察 ～ ウェルビーイング（Well-being）とは ～ .................................................................. 竹並　正宏

● 英語でコミュニケーション  ─ 英語の音作りからリスニングスキル向上へ③ ─ アルファベットで音学び .... 梅﨑　義雄

● 新しい解剖生理学実習 （1）毛細血管の観察 .....................................................................................  田畑　純・大野　優菜

● 新しい解剖生理学実習 （2）ビニールテープを使った解剖学実習 ......................................................  田畑　純・大野　優菜

● 学校教育相談研究の動向 ─ 専門誌掲載論文の30年から大まかな傾向をよむ ─ ............................................ 本多みどり

● 学校における内観法の有用性に関する研究  .................................................................................................. 永田　正明

● WebアプリケーションフレームワークDjangoを用いた「学内施設利用予約システム」の構築
..................................................................................................................................... 萩原　勇人・赤松　貴文

● 教育DX支援システムの構築1 ─ Fuizを用いたゲーミフィケーション学習プラットフォームの構築 ─ ......... 赤松　貴文

● 生成AIの変遷と栄養サポーター『qAさん』の開発 .........................................................................  坂尻　徹也・小野　要

● 学習指導要領改訂時期における特別活動の課題
　　─ 研究大会に提出された実践発表資料等の分析を通して ─ ...........................................................  脇田　哲郎・平野　修

● 小学校教諭養成課程におけるアクション・リサーチによる英語の授業改善
　　─ 英語に対する意識調査に基づいて ─ ....................................................................................... 松本　明夫・井之上浩幸

● 幼小接続『架け橋期』における音読指導モデルの構想
　　─ 物語文『大きなかぶ』を事例とした視覚的足場理論 ─ .................................................................................. 武田　祐子

● 体育授業における映像活用と学習促進
　　─ 言語化による注視点の焦点化を手がかりに ─ ............................................................................................ 原本　賢一

　　東筑紫短期大学 第56号
● 幼児期の領域「環境」における（数量・図形）の指導の在り方 ～ 小学校算数科の領域変更からの影響 ～ ...... 前川　公一

● 社会的養護における親子関係の再構築を支援するICT・生成AIの可能性と社会的課題の検討
..................................................................................................................................... 井田　智美・松田　昭信

● 教育職の研究（その３）　教育実習指導の取り組みについての一考察
　　─ 教育実習Ⅰを終えて教育実習Ⅱへ向けた個人面談の効果について ─ ......................................................... 丸田　敦子

● 学校教育で実践される体育科指導法に関する一考察
　　─ 領域「健康」から始まる各学校段階の接続と連携 ─ ..................................................................................... 大橋　祐介

● 教育職の研究　本学の特色ある教育課程を求めて
　　─ 災害の復興とＳＤＧｓ「表現活動」実践記録の考察 ─ .................................................................................. 木本　節子

● 乳児保育における理論「Ⅰ」と演習「Ⅱ」を実践力へ繋ぐ授業構築
　　─ 学生の振り返りを基に ─ ..........................................................................................................  岩橋 敏子・川副さわ子

● 栄養士養成課程における学生の食生活・健康意識および国の健康施策に関する認知の調査 .................... 阿部亜希恵
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北九州市事業『北九州市民カレッジ』
市民の多様な学習ニーズに対応した生涯学習機会を提
供し、自己実現の促進および『循環型生涯学習社会』を
担う人材の育成をはかります。

令和7年度後期　高等教育機関提携コース

令和７年度後期　大学連携リレー講座

北九州市内の各大学や教育機関が、その人材や施設等の機能を活用
した高度で専門的な講座を企画実施し、市民の多様なニーズに対応し
た学習機会を提供することを目的としたコースに本学も参加しました。

『大学の先生から学ぶ！人生100年時代を豊かにするヒント』と題し、
北九州市内の大学から様々なテーマで全5回の講座をリレーしました。
本学は第３回目を松﨑助教が担当しました。

講座名

講　師

『北九州から世界に発信！
   楽しいボディパーカッションを体験！』

こども教育学部　山田 俊之 教授

テーマ

講　師

内　容

【早めのフレイル対策と介護予防
　　～日常生活で実践できる取り組み～】

リハビリテーション学部理学療法学科　助教
　                                            松﨑 英章

（全6回講座　受講者10名、スポット受講4名）

（市民カレッジ講座案内より抜粋）

最終回に全員で見事なボディパーカッションを
発表しました！

受講者の声

フレイル対策と介護予防にとって重要な「運動」、「栄養」、「社会参加」
等の多要素による取り組みとその効果を紹介します。また、参加者の
方々にはそれらの取り組みを実践いただくと共に、生活に取り入れ
るためのポイントを説明します。
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日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内日日日日本本本本リリリハビビリリリテ ション発発発発発発祥祥祥祥祥地地地地記記記記念念念念館館館館館
九州リハビリテーション大学校記念館

〈令和７年記念館来館者〉

2017（平成29）年4月22日に開館した両記念館には、これまで、
医療・福祉・行政関係者、卒業生、地域住民の皆様など、たくさん
のご来館をいただきました。また、地域の市民センターと共同し、
健康づくり教室の開催も５年目を迎えました。ぜひ、お誘いあわせ
のうえ見学にお越しください。

来館日 来館者名 人数

R7　1月16日 令和７年度入学前セミナー参加者 41

18日
地域健康づくり教室の開催③ 14

生き生き葛原っこ市民講座 23

22日 小倉城竹明かり実行委員会 1

24日 朝倉市久喜宮コミュニティ協議会 8

2月12日 北九州市保健福祉局　保健所 2

14日 山口赤十字病院理学療法士 1

22日 地域健康づくり教室の開催④ 16

27日
元日本理学療法士協会会長 1

九州工業大学　教員・他 3

28日 心理カウンセラー（作業療法士） 1

3月  8日 地域健康づくり教室の開催⑤ 17

11日 ドイツより　Prof.Michael ＋ Gaby Quintel 2

21日 ゆみのハートクリニック渋谷 2

24日 九州医療スポーツ専門学校教員 1

25日 九州医療スポーツ専門学校教員 1

4月  2日 専門学校九州リハビリテーション大学校第１期卒業生 3

5日 一般 1

30日
九州工業大学　研究員・他 3

九州医療スポーツ専門学校教員 1

5月  2日 沖縄キリスト教学院大学教員　親子 2

9日 北九州市職員 1

13日 九州栄養福祉大学８期卒業生（おおぞら病院） 1

20日 北九州市保健所保険企画課　職員 3

24日 日本理学療法士協会60周年記念誌　座談会開催 7

6月  2日 北九州リハビリテーション学院　理学療法学科１年学生 19

4日 小文字病院系リハビリテーション　スタッフ 32

11日 小文字病院系リハビリテーション　スタッフ 32

15日 久留米リハビリテーション病院　九州リハ大36期卒業生 1

20日 福岡東病院付属リハ学院第５期卒業生（ご夫婦） 2

28日 旧九州リハビリテーション大学校　24期生同窓会 8

7月  2日 小文字病院系リハビリテーション　スタッフ 32

9日
ノンフィクション作家　東京より 1

北九州市議会　議長 1

18日 理学療法士　神奈川県川崎市より 1

19日 第４回オープンキャンパス参加者より 11

23日 総合せき損センター　医用工学研究室職員 1

来館日 来館者名 人数

8月12日 放課後デイサービスことりのいえあさかわ 15

30日 福岡県理学療法士会役員会　会長・他役員 29

9月  2日 参議院選挙法制局　職員 2

5日 就職説明会参加者より 12

13日 旧九州リハビリテーション大学校　33期生家族 3

24日 周望学舎シニアカレッジ受講者 27

26日 熊本保健大学教授（旧九州リハ大 15期卒業生） 1

29日 社会福祉法人豊和会　役員 2

10月  1日
周望学舎　健康づくりサポーターコース受講者 31

周望学舎シニアカレッジ受講者 28

2日 周望学舎　健康管理コース受講者 38

6日 京都橘大学　作業療法学科　教員 1

8日 朝倉市久喜宮コミュニティ協議会 27

9日 山口労災病院中央リハ部長・他（旧九州リハ大26期卒） 2

18日 地域健康づくり教室の開催① 7

22日
受験生 2

北九州市保健福祉局障害福祉部長・他２名 3

24日
周望学舎　心と体の健康コース受講者 37

リハ関連職種 4

25日 地域健康づくり教室の開催② 7

11月  1日 旧九州リハビリテーション大学校　14期卒業同窓会 13

2日 大学祭にて記念館開放　３日まで ─

8日 九州栄養福祉大学リハビリテーション学部９期卒業 2

10日 TNC西日本テレビディレクター 1

14日 労働者健康安全機構本部　産業保健ディレクター・他 6

15日 地域健康づくり教室の開催③ 8

17日 金城大学・京都橘大学教授 2

20日 長崎市橘戸石民生児童委員協議会　委員 13

26日
TNCテレビ西日本　記者のチカラ　出口調査録画取り　 3

日本ドリコム 3

12月13日
旧九州リハ大35期生、専門九州リハ３期卒業 2

地域健康づくり教室の開催④ 6

理学療法・作業療法教育60年
記念事業

令和8年10月10日 [土] 開催



日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内日日日日本本本本リリリハビビリリリテ ション発発発発発発祥祥祥祥祥地地地地記記記記念念念念館館館館館
九州リハビリテーション大学校記念館

〈令和７年記念館来館者〉

2017（平成29）年4月22日に開館した両記念館には、これまで、
医療・福祉・行政関係者、卒業生、地域住民の皆様など、たくさん
のご来館をいただきました。また、地域の市民センターと共同し、
健康づくり教室の開催も５年目を迎えました。ぜひ、お誘いあわせ
のうえ見学にお越しください。

来館日 来館者名 人数

R7　1月16日 令和７年度入学前セミナー参加者 41

18日
地域健康づくり教室の開催③ 14

生き生き葛原っこ市民講座 23

22日 小倉城竹明かり実行委員会 1

24日 朝倉市久喜宮コミュニティ協議会 8

2月12日 北九州市保健福祉局　保健所 2

14日 山口赤十字病院理学療法士 1

22日 地域健康づくり教室の開催④ 16

27日
元日本理学療法士協会会長 1

九州工業大学　教員・他 3

28日 心理カウンセラー（作業療法士） 1

3月  8日 地域健康づくり教室の開催⑤ 17

11日 ドイツより　Prof.Michael ＋ Gaby Quintel 2

21日 ゆみのハートクリニック渋谷 2

24日 九州医療スポーツ専門学校教員 1

25日 九州医療スポーツ専門学校教員 1

4月  2日 専門学校九州リハビリテーション大学校第１期卒業生 3

5日 一般 1

30日
九州工業大学　研究員・他 3

九州医療スポーツ専門学校教員 1

5月  2日 沖縄キリスト教学院大学教員　親子 2

9日 北九州市職員 1

13日 九州栄養福祉大学８期卒業生（おおぞら病院） 1

20日 北九州市保健所保険企画課　職員 3

24日 日本理学療法士協会60周年記念誌　座談会開催 7

6月  2日 北九州リハビリテーション学院　理学療法学科１年学生 19

4日 小文字病院系リハビリテーション　スタッフ 32

11日 小文字病院系リハビリテーション　スタッフ 32

15日 久留米リハビリテーション病院　九州リハ大36期卒業生 1

20日 福岡東病院付属リハ学院第５期卒業生（ご夫婦） 2

28日 旧九州リハビリテーション大学校　24期生同窓会 8

7月  2日 小文字病院系リハビリテーション　スタッフ 32

9日
ノンフィクション作家　東京より 1

北九州市議会　議長 1

18日 理学療法士　神奈川県川崎市より 1

19日 第４回オープンキャンパス参加者より 11

23日 総合せき損センター　医用工学研究室職員 1

来館日 来館者名 人数

8月12日 放課後デイサービスことりのいえあさかわ 15

30日 福岡県理学療法士会役員会　会長・他役員 29

9月  2日 参議院選挙法制局　職員 2

5日 就職説明会参加者より 12

13日 旧九州リハビリテーション大学校　33期生家族 3

24日 周望学舎シニアカレッジ受講者 27

26日 熊本保健大学教授（旧九州リハ大 15期卒業生） 1

29日 社会福祉法人豊和会　役員 2

10月  1日
周望学舎　健康づくりサポーターコース受講者 31

周望学舎シニアカレッジ受講者 28

2日 周望学舎　健康管理コース受講者 38

6日 京都橘大学　作業療法学科　教員 1

8日 朝倉市久喜宮コミュニティ協議会 27

9日 山口労災病院中央リハ部長・他（旧九州リハ大26期卒） 2

18日 地域健康づくり教室の開催① 7

22日
受験生 2

北九州市保健福祉局障害福祉部長・他２名 3

24日
周望学舎　心と体の健康コース受講者 37

リハ関連職種 4

25日 地域健康づくり教室の開催② 7

11月  1日 旧九州リハビリテーション大学校　14期卒業同窓会 13

2日 大学祭にて記念館開放　３日まで ─

8日 九州栄養福祉大学リハビリテーション学部９期卒業 2

10日 TNC西日本テレビディレクター 1

14日 労働者健康安全機構本部　産業保健ディレクター・他 6

15日 地域健康づくり教室の開催③ 8

17日 金城大学・京都橘大学教授 2

20日 長崎市橘戸石民生児童委員協議会　委員 13

26日
TNCテレビ西日本　記者のチカラ　出口調査録画取り　 3

日本ドリコム 3

12月13日
旧九州リハ大35期生、専門九州リハ３期卒業 2

地域健康づくり教室の開催④ 6

理学療法・作業療法教育60年
記念事業

令和8年10月10日 [土] 開催
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2019 Group Activeties
サークルレポート Group Activeties

【大学】
クラブサークル名称 活動日付 活　動

FCQ.A. サッカー部
（南区） 11月8日 北九州・下関地区大学体育大会

サッカー競技

豊作（同好会）
（南区） 4月26日 萩病院ボランティア

卓球同好会
（南区） 9月28日 令和７年度第５回ファイテン杯

秋季卓球大会

Smart Diet Club
 （部）（北区）

5月21日 WeLove小倉トマトの恩返し
シリーズ取り組み発表

6月4日 調理スキルアップ講座
カゴメ主催のアイデアコンテスト試作

6月25日 赤ちゃんの為に食育講座
（離乳食アドバイス）

6月28日 調理スキルアップ講座
カゴメ主催のアイデアコンテスト試作

8月18日 みらいライオンズクラブ学生支部活動報告
九栄わんぱくハウス子ども食堂

8月29日 醤油の商品開発（スマソる）

10月15日 スキルアップ講座
カゴメ主催のアイデアコンテスト試作

10月15日 調理スキルアップ講座
米粉と野菜を練りこんだ米づくり

10月19日 JCOMアクション支援プロジェクト
竹炭かりんとうJETblackの活動報告

11月7日 醤油の商品開発（スマソる）

11月17日 カゴメ主催のアイデアコンテスト
最終審査会

1月19日 スキルアップ講座
新メンバーでの買い出し調理

2月5日 ふくおか地域活動づくり
活動賞受賞（サンタウォーク)

45-m. ヨンジュウゴエム
（部）（南区）

8月11日 軟式野球チーム「苅田スラッガーズ」での
データ測定

8月31日 PTagora！2025フィジリンピック学生の部

9月6日 東先生講演会　スポーツ傷害の予防など

9月22日 苅田スラッガーズ フィードバック

クラブサークル名称 活動日付 活　動

アウトドアサークル
（北区）

5月24日 デイキャンプ　帆柱キャンプ場

7月13日 デイキャンプ　ピザ作りなど

9月14日 キャンプ　大分県泉水キャンプ場

バレーサークル
（北区） 11月1日 第72回北九州・下関地区大学

体育大会バレーボール競技（男子）３位

けがゼロLab
（南区） 7月8日 InBody測定会　東筑紫学園高校にて

学友会執行部(大学）
北区キャンパス 9月20日 学友会研修　学年間の交流(大・短合同)

学友会執行部(大学）
南区キャンパス 9月14日 九州地区大学体育競技会

体育系学生リーダーズトレーニング

【短大】
クラブサークル名称 活動日付 活　動

卓球部

5月16日 第76回全九州学生春季卓球選手権大会

9月1日 第76回全九州学生秋季卓球選手権大会
団体戦：３部リーグ２位

ボランティア部

7月12日 尾倉幼稚園　夏まつり

8月31日 令和7年度 24時間テレビボランティア

9月20日 子ども達とのふれあい遊び等
（みのり子育てセンター）

11月8日 ファミリーイベント「リトル・ママフェスタ」

11月8日 そよかぜまつり

12月13日 日本幼児教育学会第35回大会

12月14日 あおば幼稚園　生活発表会

バレーサークル 11月1日 第72回北九州・下関地区大学
体育大会バレーボール競技（男子）３位

ブラーシアンサンブル 12月13日 マシュマロサンタフェスティバル

※活動報告書提出分を記載
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九州栄養福祉大学
食物栄養学部・こども教育学部 リハビリテーション学部 保育学科・食物栄養学科・専攻科

東筑紫短期大学

小倉北区キャンパス小倉北区キャンパス 小倉南区キャンパス

無料送迎バス運行（予定）

6/27（土） 10 : 00～
7/18（土） 10 : 00～
7/25（土） 10 : 00～
8/8（土）    10 : 00～
8/23（日） 10 : 00～

6/27（土） 10 : 00～
7/25（土） 10 : 00～
8/9（日）    10 : 00～
8/22（土） 10 : 00～

6/27（土） 10 : 00～
7/25（土） 10 : 00～
8/9（日）    10 : 00～
8/22（土） 10 : 00～

オープンキャンパス2026
参加申し込みはホームページから




